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Ⅰ．事業の概要

１．事業の背景・目的

様々な困難な問題を抱える若年女性（居場所がなく家を出た少女、性虐待や性搾取の被害者、家庭関係の

破綻、生活困窮等）は、自ら悩みを抱え込み、問題が顕在化しにくく、公的な支援につながりにくいといった側

面が指摘されていることを踏まえ、平成 30 年度に、「若年被害女性等支援モデル事業」を創設し、公的機関と

民間団体が密接に連携し、夜間の見回り・声かけなどのアウトリーチ支援や居場所の確保、相談対応、自立支

援等の支援を行ってきた。事業創設から令和２年度末で３年が経過したことを踏まえ、令和３年度より本格実施

に移行したところである。

本格実施を踏まえ、全国各地の民間支援団体や自治体の担当者等に対し、若年女性を対象とした支援事例

や支援ノウハウ等について周知するとともに、支援マニュアルを作成し、当該事業の全国展開を図ることを目的

とする。

２．事業内容

本事業においては、「（１）有識者によるワーキングチームの開催」「（２）アンケート調査の実施」「（３）全国セミ

ナーの開催」「（４）支援マニュアルの作成」「（５）報告書の作成」を実施した。

（１）有識者によるワーキングチームの開催

専門的な見地からの検討・助言等を受けるため、大学教授、民間支援団体関係者、自治体担当者等の有

識者を構成員とするワーキングチームを設置した。

（２）アンケート調査の実施

公的機関の相談機関及び相談員に対して、困難な問題を抱える若年女性（居場所がなく家を出た少女、

性虐待や性搾取の被害者、家庭関係の破綻、生活困窮等）を対象とした支援（夜間見回り・声かけ等のアウト

リーチによる支援等）の実施状況や課題などを把握することを目的として、調査票を送付し、回答の回収、集

計、分析を実施した。

（３）全国セミナーの開催

本事業の対象である困難な問題を抱える若年女性やその支援の現状について、参加対象となる公的機関

や民間支援団体の方々の認識を広め、今後の支援やそのための連携強化につながることを目的として、セミ

ナーを全国で開催した。

（４）支援マニュアルの作成

ワーキングチームによる議論を踏まえ、困難な問題を抱える若年女性の包括的な支援を実施するための支

援マニュアルを作成した。
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（５）報告書の作成

アンケート調査結果やセミナーの開催状況、マニュアル等の検討の経緯等をとりまとめた報告書を作成した。



3

Ⅱ．有識者によるワーキングチームの開催

１．ワーキングチーム委員名簿

本事業において設置したワーキングチーム委員を以下に示す。

氏名 所属

座長 堀
ほ り

千鶴子
ち づ こ

城西国際大学 福祉総合学部 学科長 教授

委員

戒
か い

能
の う

民
た み

江
え

お茶の水女子大学 名誉教授

千
せ ん

正
しょう

康
や す

裕
ひ ろ

株式会社 千正組 代表取締役

橘
たちばな

ジュン NPO 法人 BOND プロジェクト 代表

馬場
ば ば

通
み ち

江
え

札幌市子ども未来局 子ども育成部子ども企画課 企画係長

三木
み き

明香
あ き か

東京都 福祉保健局 少子社会対策部 女性相談センター 所長

村木
む ら き

太郎
た ろ う

一般社団法人若草プロジェクト 統括理事

横田
よ こ た

千代子
ち よ こ

全国婦人保護施設等連絡協議会 会長

【事務局】

田中 元   株式会社日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労働政策研究部 次長

布施 和美 株式会社日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労働政策研究部 主任研究員

富本 尚徳 株式会社日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労働政策研究部 主任研究員

河西 志乃 株式会社日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労働政策研究部 研究員

２．ワーキングチームの開催

開催時期 議題（内容）

第１回

令和３年 11 月 11 日

18：30～20：30

・事業概要説明

・アンケートについて（調査設計、調査項目案等）

・全国セミナーについて（開催概要、プログラム案等）

第２回

令和３年 12 月 21 日

10：00～12：00

・全国セミナーについて（プログラム案、グループ討議テーマ等）

・アンケートの進捗状況について

・支援マニュアルについて
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開催時期 議題（内容）

第３回

令和４年３月 14 日

13：00～15：00

・全国セミナーの開催状況の報告

・アンケート結果について

・支援マニュアルについて

（１）第１回ワーキングチームでの検討

第 1回ワーキングチームでは、まずは事務局から事業概要の説明を行った。

続いて、若年女性を取り巻く現状について、橘委員から説明いただいた。

委員から、支援マニュアル作成にも資するアンケート調査とするにあたり調査対象をどうするかについての

確認があり、今回のアンケート調査においては、現在の若年女性支援の実態を把握することを目的とし、対象

を公的機関とすることを共通認識としてすりあわせを行った。事務局より、調査対象とする相談機関や相談員、

調査項目の案を示し検討を行い、ワーキングの意見を反映した調査票を用いて調査をすることとした。

続いて、全国セミナーについて、事務局より開催概要、開催パターンの案を示し検討を行った。

最後に、支援マニュアルについて、事務局より構成案を示し検討を行い、支援マニュアルの作成の方針と

対象、作成における大切な視点について検討を行った。

（２）第２回ワーキングチームでの検討

第２回ワーキングチームでは、まず、札幌市及び東京都の取組について、馬場委員、三木委員より説明い

ただいた。

続いて、事務局より第１回ワーキングチームでの協議内容を説明し、ふりかえりを行った。

第１回ワーキングチームでの意見を踏まえ検討した、全国セミナーの開催概要及びプログラム（案）、グル

ープ討議テーマなどについて事務局より案を示し、検討を行った。

次に、アンケートの進捗状況について事務局より説明を行った。

最後に、支援マニュアルについて、アンケート調査結果を盛り込んだマニュアルの構成案を示し、検討を行

った。委員から、今回作成するマニュアルは若年女性支援事業に関心を持ってもらうことが目的であり、事業

に取り組みたいと考える人を対象として、事業立ち上げや実施における留意点や行政・団体との連携等を中

心とすべきとの意見をいただき、意見を踏まえた内容で作成することを共有した。

（３）第３回ワーキングチームでの検討

第３回ワーキングチームでは、事務局より全国セミナーの開催報告を行い、委員からふりかえり及び今後に

向けた意見をいただいた。

次に、事務局よりアンケート調査の結果について説明を行い、委員から今後の若年女性支援の推進に向

けたアンケート調査結果の活用方法等の意見をいただいた。

最後に、事務局より支援マニュアルについて説明を行い、マニュアルに盛り込むべき内容やマニュアルの

今後の活用方法等について意見をいただいた。
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Ⅲ．アンケート調査の実施

１．調査目的

困難な問題を抱える若年女性（居場所がなく家を出た少女、性虐待や性搾取の被害者、家庭関係の破綻、

生活困窮等）を対象とした支援（夜間見回り・声かけ等のアウトリーチによる支援等）について、実施状況や課

題などを把握することを目的として、アンケート調査を実施した。

２．調査対象と期間等

【調査対象】相談機関：

婦人相談所 か所（令和２年４月１日現在）

児童相談所 か所（令和３年４月１日現在）

子ども家庭支援センター か所（令和３年２月１日現在）

男女共同参画センター か所（令和３年３月１日現在）

配偶者暴力相談支援センター か所（令和３年 月１日現在）

生活困窮者自立支援窓口設置自治体 か所（令和３年４月１日現在）

福祉事務所 か所（郡部 ・市部 ・町村 、令和３年４月１日現在）

相談員：婦人相談員 人（令和２年４月１日現在）及び上記相談機関に所属する

相談員（各機関１人）

【調査方法】相談機関：厚生労働省より、電子メールにて、各相談機関を所管する省庁を通じて送付し、都

道府県及び市区町村経由で各相談機関に依頼

相談員：インターネット調査

【調査期間】令和４年１月１１日～令和４年１月 31日

【調査項目】相談機関：１ 支援対応の実態について

２ 民間支援団体との連携について

３ 人材育成

４ コロナ禍での対応

５ 若年女性支援に必要な社会資源

相談員：支援対応の実態及び若年女性支援に必要な社会資源

３．回収結果

【有効回答数】相談機関：1,019件（婦人相談所 48件、児童相談所 140件、子ども家庭支援センター42件、

男女共同参画センター100 件、配偶者暴力相談支援センター136 件、

生活困窮者自立支援窓口設置自治体 259件、福祉事務所 333件

※複数回答）

相談員：2,123件
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４．アンケート調査結果

４－１．相談機関調査

４－１－１．機関について

F１－１ 都道府県名

「東京都」（12.4％）が最も多く、「埼玉県」（6.7％）、「大阪府」（5.8％）と続きます。

2.4 

2.5 

1.1 

2.0 

1.9 

1.7 

2.0 

1.2 

1.8 

1.6 

6.7 

4.6 

12.4 

2.8 

2.3 

1.6 

1.7 

0.9 

1.1 

1.7 

2.6 

2.2 

3.8 

0.8 

1.2 

1.8 

5.8 

3.7 

0.6 

0.6 

1.0 

1.5 

1.8 

1.6 

1.5 

1.6 

0.9 

1.6 

0.6 

2.5 

0.3 

1.0 

2.3 

1.2 

0.6 

3.1 

0.7 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20%

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山口

徳島

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

無回答

全体(n=1,019)
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F１－２ 機関名（複数選択）

「福祉事務所」(32.7％）が最も多く、「生活困窮者自立支援窓口」（25.4％）、「児童相談所」（13.7％）と続

きます。

4.7 

13.7 

13.3 

9.8 

32.7 

4.1 

25.4 

1.1 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

婦人相談所

児童相談所

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

無回答 全体(n=1,019)
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４－１－２．支援対応の実態について

（１）支援内容・件数

①困難な問題を抱える若年女性に対する支援

「相談及び面談（電話・メール・SNS 等）」（76.6％）が最も多く、「自立支援（学校や家族との調整、就労支

援、医療機関との連携による支援等）」（45.4％）、「居場所の提供」（14.3％）と続きます。

Q１ 困難な問題を抱える若年女性（このアンケートにおいては 30 歳未満の女性とします。）に対して、どのよ

うな支援を行っていますか。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

調査数 夜間見回り・
声掛け・ICT
を活用したア
ウトリーチ

相談及び面
談（電話・
メール・SNS
等）

居場所の提
供

自立支援（学
校や家族と
の調整、就
労支援、医
療機関との
連携による
支援等）

その他 行っている支
援はない

無回答

全体 1,019 1.1 76.6 14.3 45.4 11.7 14.0 0.5
婦人相談所 48 0.0 97.9 54.2 68.8 6.3 2.1 0.0
児童相談所 140 0.0 85.0 35.7 60.7 17.9 5.0 0.7
配偶者暴力相談支援センター 136 0.0 91.2 19.1 31.6 11.8 5.9 0.0
男女共同参画支援センター 100 0.0 86.0 7.0 7.0 13.0 8.0 0.0
福祉事務所 333 0.9 64.9 10.8 36.6 10.5 23.7 0.6
子ども家庭支援センター 42 2.4 69.0 9.5 40.5 19.0 21.4 0.0
生活困窮者自立支援窓口 259 2.3 74.9 4.6 70.3 8.5 13.1 0.8

76.6 

45.4 

14.3 

1.1 

11.7 

14.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談及び面談（電話・メール・SNS 等）

自立支援（学校や家族との調整、就労支援、

医療機関との連携による支援等）

居場所の提供

夜間見回り・声掛け・ICT を活用したアウトリーチ

その他

行っている支援はない

無回答
全体(n=1,019)
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②令和２年度の若年女性に対する支援実績

Q２ Q1 で回答した貴機関で行っている若年女性に対する支援（委託を含む。）について、令和２年度の実績

を教えてください。（正確な数が不明な場合は概数を記入してください。）なお、相談及び面談について

は、貴機関で行っている支援全体の件数についても教えてください。

●夜間見回り・声掛け

  ＜実施回数＞

「０回」（９件）、「4回」（１件）、「30回」（１件）となっています。

  ＜声をかけた人数＞

「０人」（10件）、「4人」（１件）となっています。

●相談及び面談（電話・メール・SNS 等）のべ件数 ※若年女性を対象とした件数のみ

「10～50 件未満」（19.3％）が最も多く、「100～500 件未満」（16.8％）、「1～10 件未満」（13.1％）と続きま

す。

●貴機関で行っている相談支援の件数 ※若年女性の件数を含む

「1,000 件以上」（30.3％）が最も多く、「100～500 件未満」（19.3％）、「500～1,000 件未満」（9.6％）と続

きます。

全体(n=781) 9.6 13.1 19.3 11.3 16.8 4.7 9.2 16.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０件 １～10件未満 10～50件未満 50～100 件未満

100 ～500 件未満 500 ～1,000 件未満 1,000 件以上 無回答

全体(n=781) 4.9 6.8 8.1 6.5 19.3 9.6 30.3 14.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０件 １～10件未満 10～50件未満 50～100 件未満

100 ～500 件未満 500 ～1,000 件未満 1,000 件以上 無回答
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●居場所の利用人数

＜短期利用＞

「１人～10人未満」（26.7％）が最も多く、「０人」（21.2％）、「10人～50人未満」（16.4％）と続きます。

＜長期利用＞

「０人」（34.2％）が最も多く、「１人～10人未満」（18.5％）、「10人～50人未満」（4.8％）と続きます。

●自立支援（支援件数）

「１～10件未満」（24.8％）が最も多く、「10件～50件未満」（15.8％）、「０件」（13.8％）と続きます。

全体(n=146) 21.2 26.7 16.4 
4.1 

1.4 
30.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人～10人未満 10人～50人未満 50人～100 人未満 100 人以上 無回答

全体(n=146) 34.2 18.5 
4.8 

0.0 
1.4 

41.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０人 １人～10人未満 10人～50人未満 50人～100 人未満 100 人以上 無回答

全体(n=463) 13.8 24.8 15.8 6.7 7.1 6.0 25.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０件 １～10件未満 10件～50件未満 50～100 件未満

100 件～500 件未満 500 件以上 無回答
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③若年女性支援を行う場合の対象者の年齢制限

「年齢制限がある」（18.4％）、「年齢制限はない」（76.6％）となっています。

Q3 貴機関で若年女性支援を行う場合の対象者の年齢制限はありますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=1,019) 18.4 76.6 4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年齢制限がある 年齢制限はない 無回答

調査数 年齢制限が
ある

年齢制限は
ない

無回答

全体 1,019 18.4 76.6 4.9
婦人相談所 48 8.3 89.6 2.1
児童相談所 140 86.4 9.3 4.3
配偶者暴力相談支援センター 136 8.1 89.7 2.2
男女共同参画支援センター 100 2.0 92.0 6.0
福祉事務所 333 6.9 86.2 6.9
子ども家庭支援センター 42 57.1 35.7 7.1
生活困窮者自立支援窓口 259 1.9 94.2 3.9
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④年齢制限以外の方から相談があった場合の対応

「相談は受けずに他の公的機関を案内する」（46.3％）が最も多く、「ケースごとに対応する」（45.7％）「相

談は受けずに他の民間支援団体を案内する」（1.6％）と続きます。

Q4 Ｑ3 で「年齢制限がある」と回答した方に伺います。Ｑ3 で回答いただいた年齢以外の方から相談があっ

た場合、どのような対応をしていますか。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

46.3 

45.7 

1.6 

19.7 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談は受けずに他の公的機関を案内する

ケースごとに対応する

相談は受けずに他の民間支援団体を案内する

その他

無回答
全体(n=188)

調査数 相談は受け
ずに他の公
的機関を案
内する

相談は受け
ずに他の民
間支援団体
を案内する

ケースごとに
対応する

その他 無回答

全体 188 46.3 1.6 45.7 19.7 0.5
婦人相談所 4 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0
児童相談所 121 52.1 2.5 40.5 17.4 0.0
配偶者暴力相談支援センター 11 54.5 0.0 45.5 18.2 0.0
男女共同参画支援センター 2 0.0 0.0 50.0 100.0 0.0
福祉事務所 23 21.7 0.0 56.5 26.1 0.0
子ども家庭支援センター 24 50.0 0.0 41.7 20.8 4.2
生活困窮者自立支援窓口 5 40.0 0.0 100.0 0.0 0.0
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（２）アウトリーチ等

①困難な問題を抱える若年女性の支援において、アウトリーチとして取り組んでいること

「出張面談」（81.8％）が最も多く、「声掛け」（54.5％）、「夜間見回り」（27.3％）と続きます。

Q5 困難な問題を抱える若年女性の支援において、アウトリーチとして取り組んでいることがあれば教えてく

ださい。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

81.8 

54.5 

27.3 

18.2 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出張面談

声掛け

夜間見回り

実態調査の実施

ICT の活用（ネットパトロールなど）

その他

特にない

無回答
全体(n=11)

調査数 夜間見回り 声掛け ICT の活用
（ネットパト
ロールなど）

出張面談 実態調査の
実施

その他 特にない 無回答

全体 11 27.3 54.5 9.1 81.8 18.2 0.0 0.0 0.0
婦人相談所 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
児童相談所 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
配偶者暴力相談支援センター 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
男女共同参画支援センター 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
福祉事務所 3 0.0 0.0 0.0 100.0 33.3 0.0 0.0 0.0
子ども家庭支援センター 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 6 33.3 66.7 0.0 83.3 16.7 0.0 0.0 0.0
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②若年女性に対する性的な暴力の根絶に向けた対策について

「対応している」（36.4％）、「対応していない」（63.6％）となっています。

Q6 若年女性に対する性的な暴力の根絶に向けた対策について伺います。インターネット・SNS を通じた性

的被害、性的搾取（援助交際、パパ活など）について、対応をしていますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=11) 36.4 63.6 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対応している 対応していない 無回答

調査数 対応している 対応していな
い

無回答

全体 11 36.4 63.6 0.0
婦人相談所 0 0.0 0.0 0.0
児童相談所 0 0.0 0.0 0.0
配偶者暴力相談支援センター 0 0.0 0.0 0.0
男女共同参画支援センター 0 0.0 0.0 0.0
福祉事務所 3 0.0 100.0 0.0
子ども家庭支援センター 1 100.0 0.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 6 33.3 66.7 0.0
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③対策として取り組んでいること

「支援対応（直接対応）を行っている」（50.0％）が最も多く、「ネットパトロールを実施している」（25.0％）と

続きます。

Q７ Q６で「対応している」と回答した方に伺います。対策として取り組んでいることを教えてください。（あて

はまるものすべて選択）

【相談機関別】

調査数 実態調査を
行っている

ネットパト
ロールを実
施している

支援対応（直
接対応）を
行っている

その他 無回答

全体 4 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0
婦人相談所 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
児童相談所 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
配偶者暴力相談支援センター 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
男女共同参画支援センター 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
福祉事務所 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
子ども家庭支援センター 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 2 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

50.0 

25.0 

0.0 

25.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

支援対応（直接対応）を行っている

ネットパトロールを実施している

実態調査を行っている

その他

無回答
全体(n=4)
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（３）相談及び面談

（３）－１ 18 歳以上の困難な問題を抱える女性への支援

①18 歳以上の困難な問題を抱える女性からの相談への対応

「相談対応を行っている」（77.1％）が最も多く、「18 歳以上の困難な問題を抱える女性は支援対象として

いない」（10.2％）、「18 歳以上の困難な問題を抱える女性を支援対象としているが、相談がない」（6.8％）と

続きます。

Q8 18 歳以上の困難な問題を抱える女性からの相談への対応を行っていますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

調査数 相談対応を
行っている

18歳以上の
困難な問題
を抱える女
性を支援対
象としている
が、相談が
ない

18歳以上の
困難な問題
を抱える女
性は支援対
象としていな
い

その他 無回答

全体 781 77.1 6.8 10.2 5.4 0.5
婦人相談所 47 97.9 2.1 0.0 0.0 0.0
児童相談所 119 20.2 0.8 58.0 21.0 0.0
配偶者暴力相談支援センター 124 94.4 4.0 0.0 1.6 0.0
男女共同参画支援センター 86 96.5 2.3 0.0 1.2 0.0
福祉事務所 216 85.6 9.7 0.5 2.8 1.4
子ども家庭支援センター 29 41.4 0.0 31.0 24.1 3.4
生活困窮者自立支援窓口 194 87.1 12.4 0.0 0.5 0.0

全体(n=781) 77.1 6.8 10.2 5.4 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談対応を行っている

18歳以上の困難な問題を抱える女性を支援対象としているが、相談がない

18歳以上の困難な問題を抱える女性は支援対象としていない

その他

無回答
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②18 歳以上の困難な問題を抱える女性からの「配偶者からの暴力」の相談に対する対応

「関係機関と連携して対応している」（75.6％）が最も多く、「関係機関・窓口へつないでいる」（67.7％）、

「当機関単体で対応している」（24.5％）と続きます。

Q9 18 歳以上の困難な問題を抱える女性からの「配偶者からの暴力」の相談に対して、どのような対応をし

ていますか。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

調査数 当機関単体
で対応してい
る

関係機関と
連携して対
応している

関係機関・窓
口へつない
でいる

その他 相談が寄せ
られたことは
ない

無回答

全体 644 24.5 75.6 67.7 3.4 5.4 0.0
婦人相談所 46 54.3 95.7 76.1 6.5 0.0 0.0
児童相談所 49 14.3 57.1 85.7 14.3 0.0 0.0
配偶者暴力相談支援センター 119 57.1 95.0 66.4 2.5 0.0 0.0
男女共同参画支援センター 84 38.1 65.5 78.6 3.6 0.0 0.0
福祉事務所 191 12.6 82.7 63.9 0.5 5.8 0.0
子ども家庭支援センター 19 10.5 84.2 63.2 21.1 0.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 170 6.5 62.4 62.9 1.2 13.5 0.0

75.6 

67.7 

24.5 

3.4 

5.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関係機関と連携して対応している

関係機関・窓口へつないでいる

当機関単体で対応している

その他

相談が寄せられたことはない

無回答
全体(n=644)
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③連携している関係機関

「福祉事務所」（79.5％）が最も多く、「警察」（79.1％）、「児童相談所」（61.0％）と続きます。

Q10 Q9 で「関係機関と連携して対応している」と回答した方に伺います。連携している関係機関を教えてく

ださい。（あてはまるものすべて選択）

56.9 

60.4 

61.0 

38.2 

48.9 

36.6 

79.5 

36.8 

55.6 

49.7 

13.3 

12.5 

12.3 

45.4 

7.0 

43.3 

79.1 

44.4 

41.3 

44.4 

22.6 

47.4 

28.1 

24.6 

18.7 

18.3 

51.1 

11.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

無回答

全体(n=487)
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【相談機関別】

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援セン
ター

全体 487 56.9 60.4 61.0 38.2 48.9 36.6 79.5 36.8
婦人相談所 44 38.6 75.0 88.6 50.0 79.5 43.2 95.5 34.1
児童相談所 28 75.0 82.1 46.4 64.3 64.3 42.9 85.7 32.1
配偶者暴力相談支援センター 113 70.8 62.8 68.1 43.4 53.1 39.8 87.6 36.3
男女共同参画支援センター 55 54.5 54.5 38.2 27.3 67.3 27.3 78.2 45.5
福祉事務所 158 70.3 63.3 71.5 49.4 49.4 34.2 67.1 29.1
子ども家庭支援センター 16 68.8 87.5 87.5 31.3 50.0 56.3 87.5 68.8
生活困窮者自立支援窓口 106 26.4 43.4 44.3 10.4 21.7 34.0 84.0 44.3

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

55.6 49.7 13.3 12.5 12.3 45.4 7.0 43.3 79.1 44.4 41.3
63.6 84.1 15.9 18.2 31.8 52.3 13.6 40.9 97.7 79.5 43.2
50.0 67.9 50.0 53.6 67.9 39.3 3.6 67.9 89.3 60.7 67.9
60.2 57.5 9.7 7.1 15.0 46.0 10.6 46.9 91.2 54.0 44.2
43.6 21.8 3.6 1.8 7.3 32.7 5.5 38.2 74.5 43.6 21.8
60.1 67.1 15.8 16.5 8.9 46.2 6.3 38.6 79.1 36.1 49.4
68.8 68.8 12.5 18.8 18.8 37.5 6.3 68.8 93.8 50.0 81.3
44.3 17.9 6.6 3.8 2.8 53.8 6.6 40.6 57.5 32.1 27.4

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワー
ク

民生委員・
児童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性
暴力被害者
のためのワ
ンストップ支
援センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 無回答

44.4 22.6 47.4 28.1 24.6 18.7 18.3 51.1 11.7 0.0
43.2 36.4 77.3 56.8 6.8 40.9 52.3 77.3 9.1 0.0
60.7 42.9 67.9 39.3 32.1 32.1 32.1 50.0 21.4 0.0
46.9 42.5 52.2 30.1 15.9 28.3 32.7 50.4 15.9 0.0
38.2 21.8 23.6 10.9 16.4 20.0 27.3 45.5 16.4 0.0
48.7 15.2 43.0 23.4 22.2 13.9 9.5 48.1 11.4 0.0
81.3 25.0 75.0 18.8 43.8 25.0 12.5 62.5 0.0 0.0
28.3 9.4 42.5 34.9 40.6 4.7 1.9 47.2 6.6 0.0
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④18 歳以上の困難な問題を抱える女性からの「家族からの暴力」の相談に対する対応

「関係機関と連携して対応している」（69.4％）が最も多く、「関係機関・窓口へつないでいる」（67.1％）、

「当機関単体で対応している」（20.7％）と続きます。

Q11 18 歳以上の困難な問題を抱える女性からの「家族からの暴力」の相談に対して、どのような対応をして

いますか。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

調査数 当機関単体
で対応してい
る

関係機関と
連携して対
応している

関係機関・窓
口へつない
でいる

その他 相談が寄せ
られたことは
ない

無回答

全体 644 20.7 69.4 67.1 3.6 7.6 0.5
婦人相談所 46 54.3 95.7 76.1 6.5 2.2 0.0
児童相談所 49 10.2 63.3 79.6 16.3 2.0 0.0
配偶者暴力相談支援センター 119 41.2 71.4 72.3 4.2 2.5 0.8
男女共同参画支援センター 84 32.1 51.2 77.4 6.0 2.4 2.4
福祉事務所 191 12.6 79.1 63.9 1.0 7.3 0.0
子ども家庭支援センター 19 10.5 89.5 63.2 10.5 0.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 170 6.5 61.8 60.0 0.6 17.1 0.0

69.4 

67.1 

20.7 

3.6 

7.6 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関係機関と連携して対応している

関係機関・窓口へつないでいる

当機関単体で対応している

その他

相談が寄せられたことはない

無回答
全体(n=644)
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⑤連携している関係機関

「警察」（78.1％）が最も多く、「福祉事務所」（77.6％）、「婦人相談員」（57.0％）と続きます。

Q12 Q11 で「関係機関と連携して対応している」と回答した方に伺います。連携している関係機関を教えてく

ださい。（あてはまるものすべて選択）

53.2 

57.0 

50.6 

35.3 

35.1 

26.8 

77.6 

30.4 

48.5 

39.6 

13.0 

10.5 

15.4 

42.3 

5.8 

40.9 

78.1 

41.4 

36.7 

32.4 

17.2 

44.5 

23.3 

25.1 

14.3 

13.9 

45.2 

11.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

無回答
全体(n=447)
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【相談機関別】

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

48.5 39.6 13.0 10.5 15.4 42.3 5.8 40.9 78.1 41.4 36.7
59.1 63.6 15.9 15.9 29.5 52.3 9.1 36.4 100.0 75.0 43.2
41.9 67.7 41.9 48.4 74.2 38.7 3.2 58.1 90.3 67.7 58.1
52.9 44.7 12.9 8.2 17.6 42.4 5.9 42.4 88.2 49.4 34.1
48.8 18.6 9.3 2.3 2.3 39.5 4.7 30.2 65.1 37.2 18.6
47.7 51.7 13.9 11.3 13.2 38.4 5.3 34.4 78.1 32.5 41.7
70.6 52.9 5.9 5.9 17.6 41.2 5.9 58.8 94.1 52.9 64.7
39.0 16.2 6.7 2.9 4.8 52.4 7.6 45.7 61.0 31.4 28.6

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援セン
ター

全体 447 53.2 57.0 50.6 35.3 35.1 26.8 77.6 30.4
婦人相談所 44 38.6 70.5 75.0 52.3 50.0 38.6 95.5 25.0
児童相談所 31 77.4 74.2 41.9 51.6 58.1 41.9 80.6 32.3
配偶者暴力相談支援センター 85 63.5 55.3 56.5 40.0 38.8 23.5 81.2 28.2
男女共同参画支援センター 43 60.5 51.2 32.6 27.9 51.2 27.9 72.1 32.6
福祉事務所 151 64.2 62.3 55.6 42.4 35.8 23.2 66.2 22.5
子ども家庭支援センター 17 64.7 82.4 70.6 35.3 35.3 41.2 88.2 64.7
生活困窮者自立支援窓口 105 23.8 41.0 41.0 14.3 15.2 22.9 84.8 40.0

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワー
ク

民生委員・
児童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性
暴力被害者
のためのワ
ンストップ支
援センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 無回答

32.4 17.2 44.5 23.3 25.1 14.3 13.9 45.2 11.9 0.0
34.1 36.4 65.9 47.7 9.1 27.3 43.2 68.2 9.1 0.0
51.6 32.3 61.3 35.5 32.3 29.0 35.5 51.6 22.6 0.0
27.1 38.8 44.7 23.5 18.8 20.0 22.4 43.5 18.8 0.0
32.6 23.3 20.9 14.0 14.0 18.6 16.3 41.9 23.3 0.0
36.4 8.6 41.1 17.2 21.9 9.9 7.3 41.1 9.3 0.0
58.8 23.5 64.7 17.6 29.4 17.6 5.9 52.9 0.0 0.0
21.9 5.7 41.9 28.6 39.0 7.6 2.9 41.9 7.6 0.0
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⑥18 歳以上の困難な問題を抱える女性からの、自殺念慮、性被害、デート DV、家庭問題、貧困などの多様

な困難についての相談に対する対応

「関係機関と連携して対応している」（79.3％）が最も多く、「関係機関・窓口へつないでいる」（69.3％）、

「当機関単体で対応している」（25.5％）と続きます。

Q13 18 歳以上の困難な問題を抱える女性からの、自殺念慮、性被害、デート DV、家庭問題、貧困などの

多様な困難についての相談に対して、どのような対応をしていますか。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

調査数 当機関単体
で対応してい
る

関係機関と
連携して対
応している

関係機関・窓
口へつない
でいる

その他 相談が寄せ
られたことは
ない

無回答

全体 644 25.5 79.3 69.3 3.3 2.5 0.9
婦人相談所 46 54.3 93.5 78.3 4.3 2.2 0.0
児童相談所 49 10.2 59.2 83.7 12.2 0.0 2.0
配偶者暴力相談支援センター 119 49.6 81.5 74.8 4.2 1.7 0.8
男女共同参画支援センター 84 38.1 54.8 79.8 6.0 1.2 2.4
福祉事務所 191 15.7 86.4 68.6 0.5 2.6 0.0
子ども家庭支援センター 19 10.5 78.9 78.9 5.3 0.0 5.3
生活困窮者自立支援窓口 170 12.4 86.5 55.9 1.2 4.1 0.6

79.3 

69.3 

25.5 

3.3 

2.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関係機関と連携して対応している

関係機関・窓口へつないでいる

当機関単体で対応している

その他

相談が寄せられたことはない

無回答
全体(n=644)
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⑦連携している関係機関

「福祉事務所」（76.3％）が最も多く、「警察」（66.5％）、「婦人相談員」（53.4％）と続きます。

Q14 Q13 で「関係機関と連携して対応している」と回答した方に伺います。連携している関係機関を教えてく

ださい。（あてはまるものすべて選択）

47.4 

53.4 

41.5 

29.0 

36.2 

27.6 

76.3 

29.4 

52.3 

31.9 

10.8 

10.0 

13.1 

51.1 

5.5 

52.4 

66.5 

37.8 

29.7 

28.4 

17.2 

48.9 

33.9 

24.9 

13.7 

20.9 

45.6 

13.7 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

無回答
全体(n=511)
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【相談機関別】

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援センター

全体 511 47.4 53.4 41.5 29.0 36.2 27.6 76.3 29.4
婦人相談所 43 39.5 72.1 67.4 53.5 58.1 44.2 90.7 25.6
児童相談所 29 72.4 79.3 41.4 58.6 62.1 37.9 86.2 37.9
配偶者暴力相談支援センター 97 60.8 55.7 50.5 34.0 43.3 28.9 79.4 23.7
男女共同参画支援センター 46 56.5 56.5 30.4 23.9 56.5 28.3 71.7 39.1
福祉事務所 165 56.4 55.8 45.5 33.9 37.6 23.6 64.8 24.2
子ども家庭支援センター 15 66.7 86.7 53.3 33.3 33.3 26.7 100.0 60.0
生活困窮者自立支援窓口 147 21.8 36.1 32.7 10.2 16.3 24.5 81.6 34.0

学校 教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワーク 民生委員・児
童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性暴
力被害者の
ためのワン
ストップ支援
センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 無回答

29.7 28.4 17.2 48.9 33.9 24.9 13.7 20.9 45.6 13.7 0.2
44.2 37.2 27.9 72.1 51.2 7.0 32.6 65.1 79.1 11.6 0.0
58.6 55.2 37.9 79.3 44.8 37.9 31.0 41.4 58.6 27.6 0.0
29.9 29.9 33.0 51.5 24.7 16.5 22.7 38.1 47.4 16.5 1.0
21.7 30.4 19.6 23.9 17.4 15.2 13.0 41.3 45.7 17.4 0.0
32.7 30.3 9.7 47.9 26.7 22.4 9.1 11.5 38.8 14.5 0.0
46.7 46.7 20.0 60.0 20.0 33.3 20.0 13.3 46.7 0.0 0.0
23.1 19.0 10.9 44.9 51.0 35.4 6.1 4.1 42.9 9.5 0.0

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士

52.3 31.9 10.8 10.0 13.1 51.1 5.5 52.4 66.5 37.8
62.8 67.4 14.0 14.0 37.2 55.8 7.0 55.8 100.0 74.4
44.8 72.4 44.8 55.2 79.3 51.7 3.4 72.4 82.8 75.9
60.8 37.1 9.3 8.2 14.4 43.3 5.2 58.8 85.6 52.6
54.3 17.4 4.3 4.3 2.2 41.3 6.5 43.5 60.9 43.5
59.4 41.2 10.3 10.3 10.3 49.1 6.7 46.1 66.7 26.7
66.7 33.3 6.7 6.7 13.3 46.7 6.7 66.7 80.0 40.0
34.7 12.9 6.8 2.7 3.4 63.3 5.4 52.4 44.9 25.9

学校 教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワーク 民生委員・児
童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性暴
力被害者の
ためのワン
ストップ支援
センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 無回答

29.7 28.4 17.2 48.9 33.9 24.9 13.7 20.9 45.6 13.7 0.2
44.2 37.2 27.9 72.1 51.2 7.0 32.6 65.1 79.1 11.6 0.0
58.6 55.2 37.9 79.3 44.8 37.9 31.0 41.4 58.6 27.6 0.0
29.9 29.9 33.0 51.5 24.7 16.5 22.7 38.1 47.4 16.5 1.0
21.7 30.4 19.6 23.9 17.4 15.2 13.0 41.3 45.7 17.4 0.0
32.7 30.3 9.7 47.9 26.7 22.4 9.1 11.5 38.8 14.5 0.0
46.7 46.7 20.0 60.0 20.0 33.3 20.0 13.3 46.7 0.0 0.0
23.1 19.0 10.9 44.9 51.0 35.4 6.1 4.1 42.9 9.5 0.0
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⑧民間支援団体との連携により問題が顕在化されたケース

「民間支援団体が行う SNS の相談や電話、対面での聞き取りから支援につながった」（48.1％）が最も多

く、「民間支援団体が行うアウトリーチ活動（街頭パトロール等）により支援につながった」（7.8％）と続きます。

Q15 Q10,12,14 のいずれかで「民間支援団体」と回答した方に伺います。民間支援団体との連携により問題

が顕在化されたケースがあれば、教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

調査数 民間支援団
体が行う
SNS の相談
や電話、対
面での聞き
取りから支援
につながった

民間支援団
体が行うア
ウトリーチ活
動（街頭パト
ロール等）に
より支援につ
ながった

その他 無回答

全体 129 48.1 7.8 10.1 41.9
婦人相談所 16 62.5 0.0 6.3 31.3
児童相談所 14 50.0 14.3 7.1 28.6
配偶者暴力相談支援センター 50 52.0 4.0 10.0 38.0
男女共同参画支援センター 12 41.7 0.0 16.7 41.7
福祉事務所 30 50.0 10.0 3.3 50.0
子ども家庭支援センター 5 40.0 20.0 20.0 40.0
生活困窮者自立支援窓口 18 33.3 5.6 11.1 55.6

48.1 

7.8 

10.1 

41.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

民間支援団体が行うSNS の相談や電話、

対面での聞き取りから支援につながった

民間支援団体が行うアウトリーチ活動

（街頭パトロール等）により支援につながった

その他

無回答

全体(n=129)
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⑨18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）こと

「ある」（68.0％）、「ない」（28.9％）となっています。

Q16 18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）ことはありますか。（ひとつ

選択）

【相談機関別】

全体(n=644) 68.0 28.9 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 644 68.0 28.9 3.1
婦人相談所 46 89.1 8.7 2.2
児童相談所 49 61.2 32.7 6.1
配偶者暴力相談支援センター 119 76.5 21.0 2.5
男女共同参画支援センター 84 63.1 32.1 4.8
福祉事務所 191 66.0 32.5 1.6
子ども家庭支援センター 19 63.2 36.8 0.0
生活困窮者自立支援窓口 170 65.3 31.8 2.9
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⑩18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）こと

「相談者とのコミュニケーションが取りづらかった（取りづらい）」（55.0％）が最も多く、「相談者との連絡が

取りづらかった（取りづらい）」（47.3％）、「支援のために必要な情報を得ることが難しかった（難しい）」

（42.7％）と続きます。

Q17 Q16 で「ある」と回答した方に伺います。18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援において、困った

（困っている）ことについて、教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

55.0 

47.3 

42.7 

33.1 

24.7 

21.0 

13.7 

17.8 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談者とのコミュニケーションが

取りづらかった（取りづらい）

相談者との連絡が取り

づらかった（取りづらい）

支援のために必要な情報を

得ることが難しかった（難しい）

相談者の保護者への対応に

苦慮した（苦慮している）

関連部署・関係機関との連携が

取りづらかった（取りづらい）

支援のための制度が

使えなかった（使えない）

支援者の勤務時間の都合で十分な

対応ができなかった（できない）

その他

無回答
全体(n=438)

調査数 相談者との
コミュニケー
ションが取り
づらかった
（取りづらい）

相談者との
連絡が取り
づらかった
（取りづらい）

相談者の保
護者への対
応に苦慮し
た（苦慮して
いる）

支援のため
に必要な情
報を得ること
が難しかった
（難しい）

支援のため
の制度が使
えなかった
（使えない）

支援者の勤
務時間の都
合で十分な
対応ができ
なかった（で
きない）

関連部署・関
係機関との
連携が取り
づらかった
（取りづらい）

その他 無回答

全体 438 55.0 47.3 33.1 42.7 21.0 13.7 24.7 17.8 0.2
婦人相談所 41 63.4 17.1 39.0 31.7 31.7 9.8 29.3 19.5 2.4
児童相談所 30 46.7 50.0 50.0 56.7 20.0 13.3 36.7 26.7 0.0
配偶者暴力相談支援センター 91 62.6 40.7 33.0 33.0 27.5 15.4 23.1 14.3 0.0
男女共同参画支援センター 53 43.4 28.3 5.7 43.4 17.0 18.9 18.9 28.3 0.0
福祉事務所 126 55.6 50.0 27.0 43.7 20.6 8.7 22.2 19.0 0.0
子ども家庭支援センター 12 75.0 50.0 66.7 41.7 33.3 8.3 16.7 33.3 0.0
生活困窮者自立支援窓口 111 54.1 63.1 41.4 50.5 14.4 15.3 27.0 11.7 0.0
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⑪18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）と思うこと

「ある」（79.2％）、「ない」（17.1％）となっています。

Q18 18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）と思うこと

がありますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=644) 79.2 17.1 3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 644 79.2 17.1 3.7
婦人相談所 46 89.1 10.9 0.0
児童相談所 49 75.5 18.4 6.1
配偶者暴力相談支援センター 119 88.2 10.1 1.7
男女共同参画支援センター 84 81.0 16.7 2.4
福祉事務所 191 75.4 20.9 3.7
子ども家庭支援センター 19 63.2 26.3 10.5
生活困窮者自立支援窓口 170 78.2 17.6 4.1
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⑫18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）こと

「シェルターなどの居場所として使える社会資源の確保」（73.7％）が最も多く、「事例・ノウハウの共有

」（59.2％）、「就労支援や金銭給付などの施策の整備」（54.7％）と続きます。

Q19 Q18 で「ある」と回答した方に伺います。18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今

後改善すべき（実施すべき）ことについて教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

73.7 

59.2 

54.7 

54.3 

25.9 

10.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シェルターなどの居場所として

使える社会資源の確保

事例・ノウハウの共有

就労支援や金銭給付などの施策の整備

相談技術の向上

関係機関との情報共有や連携

その他

無回答
全体(n=510)

調査数 関係機関と
の情報共有
や連携

事例・ノウハ
ウの共有

相談技術の
向上

シェルターな
どの居場所
として使える
社会資源の
確保

就労支援や
金銭給付な
どの施策の
整備

その他 無回答

全体 510 25.9 59.2 54.3 73.7 54.7 10.2 0.0
婦人相談所 41 36.6 56.1 61.0 75.6 80.5 17.1 0.0
児童相談所 37 21.6 62.2 54.1 83.8 59.5 16.2 0.0
配偶者暴力相談支援センター 105 25.7 61.0 63.8 77.1 60.0 16.2 0.0
男女共同参画支援センター 68 20.6 54.4 45.6 67.6 48.5 14.7 0.0
福祉事務所 144 25.7 60.4 52.8 74.3 50.0 10.4 0.0
子ども家庭支援センター 12 25.0 58.3 66.7 91.7 50.0 16.7 0.0
生活困窮者自立支援窓口 133 27.8 60.9 53.4 69.9 54.1 3.0 0.0
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（３）－２ 18 歳未満の困難な問題を抱える女性への支援

⑬18 歳未満の困難な問題を抱える女性からの相談への対応

「相談対応を行っている」（56.3％）が最も多く、「18歳未満の困難な問題を抱える女性を支援対象として

いるが、相談がない」（31.8％）、「18歳未満の困難な問題を抱える女性は支援対象としていない」（7.8％）と

続きます。

Q20 18 歳未満の困難な問題を抱える女性からの相談への対応を行っていますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=781) 56.3 31.8 7.8 3.7 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談対応を行っている

18歳未満の困難な問題を抱える女性を支援対象としているが、相談がない

18歳未満の困難な問題を抱える女性は支援対象としていない

その他

無回答

調査数 相談対応を
行っている

18歳未満の
困難な問題
を抱える女
性を支援対
象としている
が、相談が
ない

18歳未満の
困難な問題
を抱える女
性は支援対
象としていな
い

その他 無回答

全体 781 56.3 31.8 7.8 3.7 0.4
婦人相談所 47 68.1 12.8 8.5 10.6 0.0
児童相談所 119 97.5 0.8 0.8 0.8 0.0
配偶者暴力相談支援センター 124 51.6 32.3 10.5 5.6 0.0
男女共同参画支援センター 86 59.3 31.4 7.0 2.3 0.0
福祉事務所 216 43.1 40.7 11.1 4.2 0.9
子ども家庭支援センター 29 89.7 0.0 3.4 6.9 0.0
生活困窮者自立支援窓口 194 40.2 49.0 8.2 2.1 0.5
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⑭18 歳未満の困難な問題を抱える女性から相談があった場合の対応

「関係機関と連携して対応している」（83.4％）が最も多く、「関係機関・窓口へつないでいる」（65.5％）、

「当機関単体で対応している」（31.8％）と続きます。

Q21 18 歳未満の困難な問題を抱える女性から相談があった場合、どのような対応をしていますか。（あては

まるものすべて選択）

【相談機関別】

83.4 

65.5 

31.8 

4.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関係機関と連携して対応している

関係機関・窓口へつないでいる

当機関単体で対応している

その他

無回答
全体(n=469)

調査数 当機関単体
で対応してい
る

関係機関と
連携して対
応している

関係機関・窓
口へつない
でいる

その他 無回答

全体 469 31.8 83.4 65.5 4.3 0.4
婦人相談所 37 37.8 78.4 78.4 5.4 0.0
児童相談所 117 48.7 96.6 53.0 6.0 0.0
配偶者暴力相談支援センター 71 39.4 74.6 71.8 9.9 0.0
男女共同参画支援センター 53 35.8 47.2 71.7 7.5 1.9
福祉事務所 102 14.7 85.3 72.5 0.0 0.0
子ども家庭支援センター 28 35.7 96.4 57.1 0.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 82 15.9 87.8 67.1 2.4 0.0
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⑮連携している関係機関

「福祉事務所」（73.9％）が最も多く、「警察」（68.5％）、「学校」（66.5％）と続きます。

Q22 Q21 で「関係機関と連携して対応している」と回答した方に伺います。連携している関係機関を教えてく

ださい。（あてはまるものすべて選択）

38.9 

44.5 

64.7 

23.5 

29.2 

18.9 

73.9 

40.9 

35.3 

29.2 

33.8 

25.8 

34.5 

32.5 

6.9 

46.5 

68.5 

41.4 

66.5 

51.2 

17.1 

56.5 

25.6 

29.7 

13.0 

18.2 

30.9 

11.8 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

無回答

全体(n=391)
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【相談機関別】

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

35.3 29.2 33.8 25.8 34.5 32.5 6.9 46.5 68.5 41.4 66.5
34.5 37.9 17.2 13.8 24.1 27.6 0.0 34.5 86.2 58.6 48.3
33.6 38.1 77.0 60.2 85.0 31.0 8.8 60.2 90.3 68.1 87.6
41.5 22.6 17.0 11.3 15.1 28.3 7.5 37.7 75.5 49.1 54.7
28.0 8.0 4.0 0.0 0.0 4.0 0.0 16.0 32.0 28.0 20.0
39.1 40.2 26.4 17.2 18.4 32.2 8.0 43.7 59.8 25.3 70.1
44.4 22.2 18.5 22.2 22.2 40.7 3.7 85.2 92.6 14.8 92.6
29.2 16.7 8.3 6.9 9.7 47.2 6.9 34.7 37.5 25.0 50.0

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワーク 民生委員・児
童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性暴
力被害者の
ためのワン
ストップ支援
センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 無回答

51.2 17.1 56.5 25.6 29.7 13.0 18.2 30.9 11.8 0.3
34.5 17.2 65.5 34.5 6.9 20.7 55.2 48.3 3.4 0.0
61.9 27.4 78.8 36.3 36.3 16.8 27.4 28.3 15.0 0.0
41.5 28.3 47.2 18.9 20.8 22.6 32.1 35.8 20.8 0.0
28.0 16.0 8.0 8.0 0.0 4.0 8.0 16.0 12.0 4.0
59.8 6.9 49.4 16.1 28.7 9.2 5.7 33.3 9.2 0.0
74.1 14.8 70.4 14.8 59.3 11.1 3.7 25.9 3.7 0.0
40.3 8.3 38.9 33.3 31.9 6.9 4.2 30.6 8.3 0.0

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援セン
ター

全体 391 38.9 44.5 64.7 23.5 29.2 18.9 73.9 40.9
婦人相談所 29 31.0 62.1 100.0 44.8 58.6 27.6 86.2 31.0
児童相談所 113 52.2 44.2 33.6 34.5 38.1 15.9 81.4 51.3
配偶者暴力相談支援センター 53 47.2 50.9 81.1 24.5 41.5 22.6 77.4 35.8
男女共同参画支援センター 25 36.0 36.0 28.0 8.0 12.0 12.0 44.0 48.0
福祉事務所 87 43.7 43.7 86.2 28.7 28.7 20.7 65.5 34.5
子ども家庭支援センター 27 22.2 74.1 100.0 7.4 22.2 22.2 88.9 37.0
生活困窮者自立支援窓口 72 22.2 30.6 68.1 8.3 13.9 16.7 73.6 41.7
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⑯民間支援団体との連携により問題が顕在化されたケース

「民間支援団体が行う SNSの相談や電話、対面での聞き取りから支援につながった」（47.8％）が最も多

く、「民間支援団体が行うアウトリーチ活動（街頭パトロール等）により支援につながった」（16.4％）と続きま

す。

Q23 Q22 で「民間支援団体」と回答した方に伺います。民間支援団体との連携により問題が顕在化されたケ

ースがあれば、教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

47.8 

16.4 

13.4 

35.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

民間支援団体が行うSNS の相談や電話、

対面での聞き取りから支援につながった

民間支援団体が行うアウトリーチ活動

（街頭パトロール等）により支援につながった

その他

無回答

全体(n=67)

調査数 民間支援団
体が行う
SNS の相談
や電話、対
面での聞き
取りから支援
につながった

民間支援団
体が行うア
ウトリーチ活
動（街頭パト
ロール等）に
より支援につ
ながった

その他 無回答

全体 67 47.8 16.4 13.4 35.8
婦人相談所 5 0.0 0.0 0.0 100.0
児童相談所 31 45.2 16.1 12.9 32.3
配偶者暴力相談支援センター 15 46.7 13.3 6.7 46.7
男女共同参画支援センター 4 0.0 0.0 0.0 100.0
福祉事務所 6 83.3 16.7 16.7 0.0
子ども家庭支援センター 4 50.0 25.0 50.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 6 50.0 16.7 0.0 50.0
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⑰18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）こと

「ある」（69.5％）、「ない」（26.4％）となっています。

Q24 18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）ことはありますか。（ひとつ

選択）

【相談機関別】

全体(n=469) 69.5 26.4 4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 469 69.5 26.4 4.1
婦人相談所 37 75.7 16.2 8.1
児童相談所 117 86.3 12.0 1.7
配偶者暴力相談支援センター 71 62.0 33.8 4.2
男女共同参画支援センター 53 35.8 56.6 7.5
福祉事務所 102 66.7 32.4 1.0
子ども家庭支援センター 28 85.7 7.1 7.1
生活困窮者自立支援窓口 82 64.6 30.5 4.9
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⑱18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）こと

「相談者の保護者への対応に苦慮した（苦慮している）」（69.9％）が最も多く、「相談者とのコミュニケーシ

ョンが取りづらかった（取りづらい）」（58.3％）、「相談者との連絡が取りづらかった（取りづらい）」（53.7％）と

続きます。

Q25 Q24 で「ある」と回答した方に伺います。18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援において、困った

（困っている）ことについて、教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

69.9 

58.3 

53.7 

38.0 

22.4 

14.4 

7.4 

9.8 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談者の保護者への対応に

苦慮した（苦慮している）

相談者とのコミュニケーションが

取りづらかった（取りづらい）

相談者との連絡が取り

づらかった（取りづらい）

支援のために必要な情報を

得ることが難しかった（難しい）

関連部署・関係機関との連携が

取りづらかった（取りづらい）

支援のための制度が

使えなかった（使えない）

支援者の勤務時間の都合で十分な

対応ができなかった（できない）

その他

無回答
全体(n=326)

調査数 相談者との
コミュニケー
ションが取り
づらかった
（取りづらい）

相談者との
連絡が取り
づらかった
（取りづらい）

相談者の保
護者への対
応に苦慮し
た（苦慮して
いる）

支援のため
に必要な情
報を得ること
が難しかった
（難しい）

支援のため
の制度が使
えなかった
（使えない）

支援者の勤
務時間の都
合で十分な
対応ができ
なかった（で
きない）

関連部署・関
係機関との
連携が取り
づらかった
（取りづらい）

その他 無回答

全体 326 58.3 53.7 69.9 38.0 14.4 7.4 22.4 9.8 0.9
婦人相談所 28 50.0 21.4 53.6 21.4 25.0 10.7 35.7 10.7 0.0
児童相談所 101 61.4 53.5 92.1 26.7 17.8 7.9 25.7 9.9 1.0
配偶者暴力相談支援センター 44 47.7 47.7 50.0 34.1 11.4 15.9 20.5 11.4 0.0
男女共同参画支援センター 19 42.1 31.6 5.3 47.4 0.0 10.5 21.1 26.3 0.0
福祉事務所 68 60.3 58.8 63.2 47.1 14.7 1.5 19.1 10.3 1.5
子ども家庭支援センター 24 70.8 79.2 87.5 45.8 12.5 0.0 12.5 4.2 4.2
生活困窮者自立支援窓口 53 62.3 64.2 71.7 50.9 9.4 7.5 20.8 7.5 0.0
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⑲18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）と思うこと

「ある」（74.2％）、「ない」（20.5％）となっています。

Q26 18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）と思うこと

がありますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=469) 74.2 20.5 5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 469 74.2 20.5 5.3
婦人相談所 37 73.0 18.9 8.1
児童相談所 117 82.1 14.5 3.4
配偶者暴力相談支援センター 71 74.6 21.1 4.2
男女共同参画支援センター 53 58.5 34.0 7.5
福祉事務所 102 68.6 25.5 5.9
子ども家庭支援センター 28 75.0 21.4 3.6
生活困窮者自立支援窓口 82 74.4 19.5 6.1
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⑳18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）こと

「シェルターなどの居場所として使える社会資源の確保」（70.7％）が最も多く、「事例・ノウハウの共有」

（54.3％）、「相談技術の向上」（53.7％）と続きます。

Q27 Q26 で「ある」と回答した方に伺います。18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今

後改善すべき（実施すべき）ことについて教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

70.7 

54.3 

53.7 

51.1 

28.4 

10.1 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シェルターなどの居場所として

使える社会資源の確保

事例・ノウハウの共有

相談技術の向上

就労支援や金銭給付などの施策の整備

関係機関との情報共有や連携

その他

無回答
全体(n=348)

調査数 関係機関と
の情報共有
や連携

事例・ノウハ
ウの共有

相談技術の
向上

シェルターな
どの居場所
として使える
社会資源の
確保

就労支援や
金銭給付な
どの施策の
整備

その他 無回答

全体 348 28.4 54.3 53.7 70.7 51.1 10.1 0.6
婦人相談所 27 40.7 59.3 51.9 70.4 70.4 11.1 0.0
児童相談所 96 21.9 38.5 46.9 70.8 54.2 11.5 0.0
配偶者暴力相談支援センター 53 26.4 66.0 64.2 83.0 58.5 15.1 0.0
男女共同参画支援センター 31 22.6 45.2 54.8 58.1 32.3 12.9 0.0
福祉事務所 70 30.0 61.4 52.9 64.3 54.3 10.0 1.4
子ども家庭支援センター 21 28.6 76.2 81.0 90.5 57.1 4.8 0.0
生活困窮者自立支援窓口 61 31.1 54.1 44.3 65.6 39.3 6.6 3.3
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（４）居場所の提供・自立支援

（４）－１ 18 歳以上の困難な問題を抱える女性への支援

①婦人相談所において、18 歳以上の困難な問題を抱える女性本人が相談した民間支援団体等に一時保護

委託をしたケース

「一時保護委託をしたケースがある」（8.5％）、「一時保護委託をしたケースはない」（45.0％）となってい

ます。

Q28 婦人相談所において、18 歳以上の困難な問題を抱える女性本人が相談した民間支援団体等に一時

保護委託をしたケースはありますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=496) 8.5 45.0 46.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時保護委託をしたケースがある 一時保護委託をしたケースはない 無回答

調査数 一時保護委
託をしたケー
スがある

一時保護委
託をしたケー
スはない

無回答

全体 496 8.5 45.0 46.6
婦人相談所 37 35.1 64.9 0.0
児童相談所 99 1.0 29.3 69.7
配偶者暴力相談支援センター 49 22.4 44.9 32.7
男女共同参画支援センター 10 20.0 40.0 40.0
福祉事務所 128 10.2 48.4 41.4
子ども家庭支援センター 17 5.9 52.9 41.2
生活困窮者自立支援窓口 182 4.4 48.9 46.7
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②他の都道府県の民間支援団体に委託したケース

「ある」（7.1％）、「ない」（92.9％）となっています。

Q29 Q28 で「一時保護委託をしたケースがある」と回答した方に伺います。他の都道府県の民間支援団体

に委託したケースはありますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=42) 7.1 92.9 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 42 7.1 92.9 0.0
婦人相談所 13 7.7 92.3 0.0
児童相談所 1 100.0 0.0 0.0
配偶者暴力相談支援センター 11 9.1 90.9 0.0
男女共同参画支援センター 2 0.0 100.0 0.0
福祉事務所 13 0.0 100.0 0.0
子ども家庭支援センター 1 0.0 100.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 8 25.0 75.0 0.0
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（４）－２ 18 歳未満の困難な問題を抱える女性への支援

③児童相談所及び婦人相談所において、18 歳未満の困難な問題を抱える女性本人が相談した民間支援団

体等に一時保護委託をしたケース

「一時保護委託をしたケースがある」（7.3％）、「一時保護委託をしたケースはない」（57.3％）となっていま

す。

Q30 児童相談所及び婦人相談所において、18 歳未満の困難な問題を抱える女性本人が相談した民間支

援団体等に一時保護委託をしたケースはありますか。（それぞれひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=496) 7.3 57.3 35.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時保護委託をしたケースがある 一時保護委託をしたケースはない 無回答

調査数 一時保護委
託をしたケー
スがある

一時保護委
託をしたケー
スはない

無回答

全体 496 7.3 57.3 35.5
婦人相談所 37 5.4 94.6 0.0
児童相談所 99 27.3 71.7 1.0
配偶者暴力相談支援センター 49 2.0 61.2 36.7
男女共同参画支援センター 10 0.0 60.0 40.0
福祉事務所 128 2.3 53.9 43.8
子ども家庭支援センター 17 0.0 52.9 47.1
生活困窮者自立支援窓口 182 1.6 47.8 50.5
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④他の都道府県の民間支援団体に委託したケース

「ある」（16.7％）、「ない」（83.3％）となっています。

Q31 Q30 で「一時保護委託をしたケースがある」と回答した方に伺います。他の都道府県の民間支援団体

に委託したケースはありますか。（それぞれひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=36) 16.7 83.3 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 36 16.7 83.3 0.0
婦人相談所 2 0.0 100.0 0.0
児童相談所 27 22.2 77.8 0.0
配偶者暴力相談支援センター 1 0.0 100.0 0.0
男女共同参画支援センター 0 0.0 0.0 0.0
福祉事務所 3 0.0 100.0 0.0
子ども家庭支援センター 0 0.0 0.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 3 0.0 100.0 0.0
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（４）－３ 保護者への対応

⑤未成年の困難な問題を抱える女性から相談があった場合の、保護者への対応

「本人の同意が取れた場合のみ連絡する」（36.1％）が最も多く、「本人の同意の有無に関係なく必ず連

絡する」（10.1％）と続きます。

Q32 未成年の困難な問題を抱える女性から相談があった場合の、保護者への対応について伺います。支

援の開始や他機関との連携を行うにあたり、保護者への連絡はどのように対応していますか。（あては

まるものすべて選択）

【相談機関別】

36.1 

10.1 

43.5 

4.4 

12.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本人の同意が取れた場合のみ連絡する

本人の同意の有無に関係なく必ず連絡する

その他

連絡しない

無回答
全体(n=496)

調査数 本人の同意
の有無に関
係なく必ず連
絡する

本人の同意
が取れた場
合のみ連絡
する

その他 連絡しない 無回答

全体 496 10.1 36.1 43.5 4.4 12.3
婦人相談所 37 2.7 32.4 54.1 21.6 0.0
児童相談所 99 32.3 10.1 59.6 0.0 4.0
配偶者暴力相談支援センター 49 6.1 40.8 42.9 10.2 8.2
男女共同参画支援センター 10 0.0 10.0 30.0 30.0 30.0
福祉事務所 128 3.9 37.5 44.5 4.7 11.7
子ども家庭支援センター 17 17.6 58.8 23.5 0.0 17.6
生活困窮者自立支援窓口 182 3.8 47.8 33.5 3.8 18.1
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⑥保護者への連絡を行う場合、誰が対応しているか

「相談を受けた職員」（63.2％）が最も多く、「相談窓口の責任者や管理職」（35.4％）、「児童相談所」

（33.9％）と続きます。

Q33 Q32 で「1」「2」「3」のいずれかを回答した方に伺います。保護者への連絡を行う場合、誰が対応してい

ますか。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

63.2 

35.4 

33.9 

13.8 

19.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談を受けた職員

相談窓口の責任者や管理職

児童相談所

警察や弁護士などの専門家

その他

無回答
全体(n=413)

調査数 相談を受け
た職員

相談窓口の
責任者や管
理職

児童相談所 警察や弁護
士などの専
門家

その他 無回答

全体 413 63.2 35.4 33.9 13.8 19.9 1.5
婦人相談所 29 51.7 34.5 48.3 44.8 31.0 0.0
児童相談所 95 41.1 18.9 69.5 7.4 13.7 0.0
配偶者暴力相談支援センター 40 57.5 27.5 47.5 32.5 20.0 0.0
男女共同参画支援センター 4 75.0 50.0 0.0 0.0 25.0 0.0
福祉事務所 107 68.2 39.3 22.4 10.3 22.4 2.8
子ども家庭支援センター 14 85.7 50.0 28.6 28.6 7.1 0.0
生活困窮者自立支援窓口 142 73.2 40.8 14.1 9.9 21.8 2.1
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（４）－４ 実施している自立支援の内容

⑦困難な問題を抱える若年女性に対して、自立支援として実施している内容

「就労支援」（59.1％）が最も多く、「カウンセリング」（29.0％）、「就労後のサポート」（26.8％）と続きます。

Q34 困難な問題を抱える若年女性に対して、自立支援として実施している内容を教えてください。（あてはま

るものすべて選択）

【相談機関別】

59.1 

29.0 

26.8 

21.0 

13.9 

27.6 

6.7 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労支援

カウンセリング

就労後のサポート

生活訓練（日常生活に必要な技能や習慣の習得）

職業訓練（就職に必要な技能や資格の習得）

その他

実施していない

無回答
全体(n=496)

調査数 カウンセリン
グ

生活訓練（日
常生活に必
要な技能や
習慣の習得）

職業訓練（就
職に必要な
技能や資格
の習得）

就労支援 就労後のサ
ポート

その他 実施していな
い

無回答

全体 496 29.0 21.0 13.9 59.1 26.8 27.6 6.7 8.9
婦人相談所 37 62.2 45.9 10.8 70.3 13.5 32.4 2.7 2.7
児童相談所 99 46.5 25.3 11.1 36.4 17.2 50.5 5.1 5.1
配偶者暴力相談支援センター 49 42.9 28.6 14.3 46.9 14.3 28.6 14.3 6.1
男女共同参画支援センター 10 60.0 20.0 10.0 50.0 20.0 20.0 10.0 0.0
福祉事務所 128 19.5 12.5 11.7 59.4 16.4 23.4 9.4 7.0
子ども家庭支援センター 17 23.5 0.0 0.0 23.5 5.9 29.4 17.6 17.6
生活困窮者自立支援窓口 182 19.2 23.1 19.8 81.3 47.3 14.8 2.2 13.2
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４－１－３．民間支援団体との連携について

①地域の中に、困難な問題を抱える若年女性に対する支援をしている民間支援団体はあるか

「民間支援団体がある」（27.0％）、「民間支援団体はない」（69.3％）となっています。

Q35 地域の中に、困難な問題を抱える若年女性に対する支援をしている民間支援団体はありますか。（ひ

とつ選択）

【相談機関別】

全体(n=1,019) 27.0 69.3 3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民間支援団体がある 民間支援団体はない 無回答

調査数 民間支援団
体がある

民間支援団
体はない

無回答

全体 1,019 27.0 69.3 3.7
婦人相談所 48 60.4 35.4 4.2
児童相談所 140 40.7 55.0 4.3
配偶者暴力相談支援センター 136 44.1 52.2 3.7
男女共同参画支援センター 100 38.0 57.0 5.0
福祉事務所 333 16.2 79.6 4.2
子ども家庭支援センター 42 23.8 71.4 4.8
生活困窮者自立支援窓口 259 18.5 79.5 1.9
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②行政と民間支援団体との連携状況について

「民間支援団体と連携している」（56.4％）が最も多く、「民間支援団体との連携はあまりできていない」

（27.6％）、「民間支援団体がほとんど活動していない」（0.7％）と続きます。

連携先としては、NPO 法人や社会福祉法人等の回答があり、連携の具体的内容としては、シェルターの

利用、一時保護委託、食料支援、就労支援等の回答がありました。

Q36 Q35 で「民間支援団体がある」と回答した方に伺います。行政と民間支援団体との連携状況について

教えてください。連携している場合、連携先の民間支援団体名と、円滑に連携が行われたケースがある

場合、その具体的な内容を教えてください。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=275) 56.4 27.6 0.7 12.0 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民間支援団体と連携している 民間支援団体との連携はあまりできていない

民間支援団体がほとんど活動していない その他

無回答

調査数 民間支援団
体と連携して
いる

民間支援団
体との連携
はあまりでき
ていない

民間支援団
体がほとん
ど活動してい
ない

その他 無回答

全体 275 56.4 27.6 0.7 12.0 3.3
婦人相談所 29 58.6 27.6 0.0 10.3 3.4
児童相談所 57 68.4 17.5 3.5 10.5 0.0
配偶者暴力相談支援センター 60 58.3 26.7 0.0 11.7 3.3
男女共同参画支援センター 38 36.8 42.1 0.0 21.1 0.0
福祉事務所 54 53.7 31.5 0.0 7.4 7.4
子ども家庭支援センター 10 70.0 20.0 0.0 10.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 48 56.3 22.9 0.0 12.5 8.3
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③民間支援団体との連携に関して、支援方法・内容などの方針（取り決めやマニュアルなど）の有無

「方針がある」（23.2％）、「方針はない」（74.2％）となっています。

方針の具体的な内容としては、一時保護や実務に関する取り決めなどの回答がありました。

Q37 Q36 で「民間支援団体と連携している」と回答した方に伺います。民間支援団体との連携に関して、貴

機関として、支援方法・内容などの方針（取り決めやマニュアルなど）はありますか。方針がある場合、

その具体的な内容を教えてください。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=155) 23.2 74.2 2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

方針がある 方針はない 無回答

調査数 方針がある 方針はない 無回答
全体 155 23.2 74.2 2.6
婦人相談所 17 47.1 52.9 0.0
児童相談所 39 30.8 66.7 2.6
配偶者暴力相談支援センター 35 25.7 74.3 0.0
男女共同参画支援センター 14 14.3 85.7 0.0
福祉事務所 29 17.2 79.3 3.4
子ども家庭支援センター 7 14.3 85.7 0.0
生活困窮者自立支援窓口 27 18.5 74.1 7.4
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④民間支援者の同行同席を相談者が希望している場合の対応

「民間支援者の同行同席の上、対応している」（61.1％）が最も多く、「民間支援者の同行同席はなく、相

談者のみで対応している」（11.3％）と続きます。

Q38 民間支援団体を通して行政相談につながる場合、民間支援者の同行同席を相談者が希望している場

合の対応について、どのようにされていますか。（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

61.1 

11.3 

31.3 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民間支援者の同行同席の上、対応している

民間支援者の同行同席はなく、

相談者のみで対応している

その他

無回答
全体(n=275)

調査数 民間支援者
の同行同席
の上、対応し
ている

民間支援者
の同行同席
はなく、相談
者のみで対
応している

その他 無回答

全体 275 61.1 11.3 31.3 6.5
婦人相談所 29 51.7 20.7 31.0 6.9
児童相談所 57 61.4 8.8 36.8 3.5
配偶者暴力相談支援センター 60 53.3 15.0 33.3 10.0
男女共同参画支援センター 38 36.8 10.5 50.0 7.9
福祉事務所 54 74.1 7.4 20.4 5.6
子ども家庭支援センター 10 60.0 20.0 30.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 48 72.9 8.3 22.9 6.3
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⑤民間支援団体と連携体制を築く際の問題点

「連携できる民間支援団体が少ない（ない）」（51.6％）が最も多く、「問題点は特にない」（24.4％）、

「財政面を含めた民間支援団体への支援が困難である」（20.7％）と続きます。

Q39 民間支援団体と連携体制を築く際の問題点などがあれば教えてください。（あてはまるものすべて選

択）

【相談機関別】

51.6 

20.7 

19.3 

24.4 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

連携できる民間支援団体が少ない（ない）

財政面を含めた民間支援団体

への支援が困難である

その他

問題点は特にない

無回答
全体(n=275)

調査数 連携できる
民間支援団
体が少ない
（ない）

財政面を含
めた民間支
援団体への
支援が困難
である

その他 問題点は特
にない

無回答

全体 275 51.6 20.7 19.3 24.4 5.1
婦人相談所 29 65.5 27.6 13.8 6.9 0.0
児童相談所 57 57.9 10.5 22.8 21.1 5.3
配偶者暴力相談支援センター 60 56.7 26.7 20.0 15.0 8.3
男女共同参画支援センター 38 47.4 31.6 21.1 26.3 5.3
福祉事務所 54 48.1 18.5 16.7 37.0 3.7
子ども家庭支援センター 10 60.0 30.0 50.0 10.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 48 41.7 16.7 18.8 29.2 4.2
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４－１－４．人材育成

①困難な問題を抱える若年女性の支援者等に対して、研修の有無

「実施している」（13.7％）、「実施していない」（84.6％）となっています。

Q40 困難な問題を抱える若年女性の支援者等に対して、研修を実施していますか。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=1,019) 13.7 84.6 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 実施していない 無回答

調査数 実施している 実施していな
い

無回答

全体 1,019 13.7 84.6 1.7
婦人相談所 48 29.2 70.8 0.0
児童相談所 140 26.4 72.1 1.4
配偶者暴力相談支援センター 136 21.3 77.2 1.5
男女共同参画支援センター 100 18.0 80.0 2.0
福祉事務所 333 8.1 89.8 2.1
子ども家庭支援センター 42 11.9 88.1 0.0
生活困窮者自立支援窓口 259 7.7 90.7 1.5
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②研修の内容

「相談技術に関する研修」（76.4％）が最も多く、「関係機関との情報共有、連携のための研修」（56.4％）、

「法律に関する研修」（42.9％）と続きます。

Q41 Q40 で「実施している」と回答した方に伺います。Q40 で回答いただいた研修の内容を教えてください。

（あてはまるものすべて選択）

【相談機関別】

76.4 

56.4 

42.9 

40.0 

13.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談技術に関する研修

関係機関との情報共有、連携のための研修

法律に関する研修

現状を理解するための研修

その他

無回答
全体(n=140)

調査数 相談技術に
関する研修

法律に関す
る研修

現状を理解
するための
研修

関係機関と
の情報共
有、連携の
ための研修

その他 無回答

全体 140 76.4 42.9 40.0 56.4 13.6 0.7
婦人相談所 14 85.7 64.3 64.3 78.6 7.1 0.0
児童相談所 37 78.4 56.8 32.4 62.2 18.9 0.0
配偶者暴力相談支援センター 29 65.5 51.7 58.6 58.6 10.3 0.0
男女共同参画支援センター 18 77.8 27.8 50.0 44.4 11.1 5.6
福祉事務所 27 74.1 37.0 29.6 63.0 14.8 0.0
子ども家庭支援センター 5 60.0 40.0 0.0 40.0 40.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 20 80.0 25.0 25.0 30.0 10.0 0.0
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③困難な問題を抱える若年女性の支援者など専門的な人材の育成に関して、取り組んでいること。参考にし

た自治体や民間支援団体の事例

「取り組んでいることがある」（14.3％）、「特にない」（82.1％）となっています。

取り組んでいることとしては、研修の実施・受講や事例検討会の開催などの回答がありました。

Q42 困難な問題を抱える若年女性の支援者など専門的な人材の育成に関して、取り組んでいることがあれ

ば教えてください。また、参考にした自治体や民間支援団体の事例があれば教えてください。（ひとつ選

択）

【相談機関別】

全体(n=140) 14.3 82.1 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいることがある 特にない 無回答

調査数 取り組んでい
ることがある

特にない 無回答

全体 140 14.3 82.1 3.6
婦人相談所 14 21.4 78.6 0.0
児童相談所 37 13.5 81.1 5.4
配偶者暴力相談支援センター 29 10.3 86.2 3.4
男女共同参画支援センター 18 16.7 83.3 0.0
福祉事務所 27 7.4 85.2 7.4
子ども家庭支援センター 5 0.0 100.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 20 20.0 80.0 0.0
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４－１－５．コロナ禍での対応

①緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の対象地域となった際の相談体制や対応の変化

「変化があった」（40.0％）、「特に変化はなかった」（57.4％）となっています。

Q43 緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の対象地域となった際、相談体制や対応に変化はありました

か。（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=1,019) 40.0 57.4 2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変化があった 特に変化はなかった 無回答

調査数 変化があっ
た

特に変化は
なかった

無回答

全体 1,019 40.0 57.4 2.6
婦人相談所 48 39.6 52.1 8.3
児童相談所 140 48.6 48.6 2.9
配偶者暴力相談支援センター 136 33.8 63.2 2.9
男女共同参画支援センター 100 64.0 33.0 3.0
福祉事務所 333 25.2 73.0 1.8
子ども家庭支援センター 42 50.0 50.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 259 47.1 51.0 1.9
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②具体的な変化

「電話相談に切り替えるなど手段の変更をした」（65.7％）が最も多く、「家庭訪問を延期した」（43.1％）、

「面接の回数を減らした」（38.2％）と続きます。

Q44 Q43 で「変化があった」と回答した方に伺います。どのような変化がありましたか。（あてはまるものすべ

て選択）

【相談機関別】

65.7 

43.1 

38.2 

22.3 

15.4 

23.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電話相談に切り替えるなど手段の変更をした

家庭訪問を延期した

面接の回数を減らした

対面での面接相談を中止した

相談受付時間を短縮した

その他

無回答
全体(n=408)

調査数 対面での面
接相談を中
止した

電話相談に
切り替えるな
ど手段の変
更をした

相談受付時
間を短縮し
た

家庭訪問を
延期した

面接の回数
を減らした

その他 無回答

全体 408 22.3 65.7 15.4 43.1 38.2 23.0 0.7
婦人相談所 19 21.1 52.6 5.3 10.5 15.8 47.4 0.0
児童相談所 68 32.4 64.7 10.3 86.8 64.7 19.1 0.0
配偶者暴力相談支援センター 46 19.6 54.3 10.9 10.9 17.4 41.3 2.2
男女共同参画支援センター 64 46.9 70.3 14.1 0.0 4.7 34.4 0.0
福祉事務所 84 15.5 78.6 15.5 50.0 41.7 10.7 0.0
子ども家庭支援センター 21 14.3 71.4 23.8 81.0 52.4 4.8 0.0
生活困窮者自立支援窓口 122 9.8 59.0 19.7 42.6 43.4 23.8 1.6
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③新型コロナウイルスの感染拡大を契機として、困難な問題を抱える若年女性において深まる孤独、孤立

の支援対応

「ある」（9.5％）、「ない」（86.9％）となっています。

対応策としてすでに実施していることとしては、電話・メール・SNS による相談・連絡、食料や生理用品の

配布などの回答がありました。

Q45 新型コロナウイルスの感染拡大を契機として、困難な問題を抱える若年女性において深まる孤独、孤

立の支援対応について伺います。対応策としてすでに実施していることがありましたら教えてください。

（ひとつ選択）

【相談機関別】

全体(n=1,019) 9.5 86.9 3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 1,019 9.5 86.9 3.5
婦人相談所 48 8.3 89.6 2.1
児童相談所 140 7.1 88.6 4.3
配偶者暴力相談支援センター 136 10.3 88.2 1.5
男女共同参画支援センター 100 30.0 67.0 3.0
福祉事務所 333 2.7 92.8 4.5
子ども家庭支援センター 42 2.4 97.6 0.0
生活困窮者自立支援窓口 259 11.6 84.6 3.9
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４－１－６．若年女性支援に必要な社会資源

①若年女性支援において現在利用している社会資源

「福祉事務所」（66.4％）が最も多く、「警察」（61.6％）、「児童相談所」（50.0％）と続きます。

Q46 若年女性支援における社会資源について伺います。現在利用している社会資源について教えてくださ

い。（それぞれあてはまるものすべて選択）

45.8 

46.9 

50.0 

31.6 

39.0 

28.4 

66.4 

33.5 

48.7 

37.5 

22.9 

17.4 

19.9 

48.7 

7.3 

41.2 

61.6 

40.1 

42.6 

39.3 

20.2 

43.5 

37.9 

28.6 

13.5 

16.7 

46.3 

5.5 

9.2 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

特にない

無回答

全体(n=1,019)
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【相談機関別】

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

48.7 37.5 22.9 17.4 19.9 48.7 7.3 41.2 61.6 40.1 42.6
60.4 83.3 14.6 16.7 39.6 52.1 10.4 43.8 93.8 77.1 54.2
31.4 57.9 73.6 57.1 85.0 36.4 7.9 55.7 85.7 70.0 76.4
57.4 47.8 14.0 9.6 19.1 47.8 10.3 44.9 82.4 48.5 39.0
39.0 21.0 7.0 7.0 3.0 39.0 6.0 24.0 54.0 49.0 23.0
58.3 43.5 19.8 14.7 10.2 49.5 7.5 36.3 55.6 29.1 39.0
64.3 38.1 31.0 23.8 14.3 52.4 7.1 66.7 83.3 23.8 69.0
41.7 15.4 8.5 5.0 3.9 60.2 6.6 40.2 40.9 29.0 33.6

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワーク 民生委員・児
童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性暴
力被害者の
ためのワン
ストップ支援
センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 特にない 無回答

39.3 20.2 43.5 37.9 28.6 13.5 16.7 46.3 5.5 9.2 3.7
43.8 37.5 75.0 60.4 6.3 33.3 62.5 77.1 2.1 2.1 2.1
55.7 31.4 72.9 35.0 31.4 17.1 29.3 36.4 5.7 2.1 2.1
38.2 30.9 46.3 27.9 16.9 21.3 34.6 58.8 6.6 6.6 2.2
31.0 18.0 20.0 22.0 10.0 15.0 34.0 53.0 3.0 11.0 7.0
39.6 16.5 36.6 35.7 28.2 9.3 8.1 42.3 5.7 12.9 4.2
64.3 16.7 64.3 16.7 50.0 16.7 4.8 38.1 2.4 4.8 0.0
30.1 14.3 35.9 55.6 39.8 8.5 2.3 46.3 7.7 9.3 4.6

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援セン
ター

全体 1,019 45.8 46.9 50.0 31.6 39.0 28.4 66.4 33.5
婦人相談所 48 54.2 75.0 83.3 60.4 72.9 50.0 91.7 25.0
児童相談所 140 70.0 58.6 35.0 45.7 51.4 28.6 77.9 41.4
配偶者暴力相談支援センター 136 66.9 62.5 67.6 40.4 58.1 38.2 80.9 31.6
男女共同参画支援センター 100 43.0 40.0 31.0 25.0 57.0 38.0 55.0 49.0
福祉事務所 333 47.7 43.5 56.2 35.7 35.7 23.7 53.5 25.8
子ども家庭支援センター 42 40.5 78.6 88.1 26.2 33.3 38.1 81.0 42.9
生活困窮者自立支援窓口 259 21.2 31.3 39.8 12.7 17.8 21.2 69.5 35.1
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②若年女性支援において、利用したいが利用できていない社会資源について

「民間支援団体」（13.8％）が最も多く、「性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター」

（11.2％）、「外国人への支援組織」（10.7％）と続きます。

Q46 若年女性支援における社会資源について伺います。利用したいが利用できていない社会資源につい

て教えてください。（それぞれあてはまるものすべて選択）

4.5 

4.0 

3.6 

8.9 

6.7 

4.7 

1.2 

4.1 

2.7 

7.3 

4.1 

3.5 

10.6 

1.8 

5.6 

3.6 

2.3 

5.6 

4.1 

3.3 

13.8 

3.6 

2.9 

3.6 

10.7 

11.2 

4.6 

2.2 

26.9 

34.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

特にない

無回答

全体(n=1,019)
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【相談機関別】

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援セン
ター

全体 1,019 4.5 4.0 3.6 8.9 6.7 4.7 1.2 4.1
婦人相談所 48 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 2.1 2.1 4.2
児童相談所 140 3.6 2.9 1.4 2.9 4.3 3.6 2.1 3.6
配偶者暴力相談支援センター 136 1.5 0.7 2.9 11.8 0.0 2.9 1.5 4.4
男女共同参画支援センター 100 1.0 1.0 5.0 6.0 4.0 2.0 3.0 5.0
福祉事務所 333 3.0 3.6 2.7 7.5 5.4 4.2 0.6 3.0
子ども家庭支援センター 42 2.4 0.0 0.0 4.8 4.8 0.0 0.0 0.0
生活困窮者自立支援窓口 259 10.4 9.3 7.3 13.9 14.7 8.5 0.4 5.8

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

2.7 7.3 4.1 3.5 10.6 1.8 5.6 3.6 2.3 5.6 4.1
10.4 2.1 0.0 0.0 22.9 4.2 6.3 2.1 0.0 2.1 2.1
7.9 3.6 0.7 0.0 2.1 0.7 4.3 3.6 0.0 1.4 0.0
5.1 8.1 3.7 2.2 15.4 2.9 4.4 1.5 2.2 8.1 5.9
4.0 6.0 2.0 2.0 9.0 4.0 4.0 4.0 4.0 5.0 7.0
1.2 6.3 3.0 3.3 11.4 1.2 4.8 4.2 2.1 6.3 2.1
0.0 4.8 0.0 2.4 7.1 0.0 2.4 0.0 0.0 16.7 0.0
0.0 11.6 9.3 7.3 11.2 0.8 9.7 3.9 3.9 4.6 7.3

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワー
ク

民生委員・
児童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性
暴力被害者
のためのワ
ンストップ支
援センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 特にない 無回答

3.3 13.8 3.6 2.9 3.6 10.7 11.2 4.6 2.2 26.9 34.2
2.1 22.9 2.1 0.0 6.3 8.3 2.1 0.0 0.0 18.8 25.0
0.0 8.6 1.4 2.1 2.9 5.7 7.9 5.7 0.7 24.3 43.6
2.9 20.6 6.6 6.6 4.4 9.6 8.8 3.7 2.2 22.1 30.1
5.0 14.0 10.0 4.0 4.0 8.0 8.0 3.0 4.0 27.0 35.0
1.2 11.1 3.9 2.4 2.1 9.0 10.2 5.7 2.4 31.8 32.7
0.0 19.0 0.0 4.8 0.0 14.3 11.9 9.5 0.0 23.8 42.9
7.3 13.5 1.9 1.5 4.6 16.2 17.8 2.7 2.7 23.9 33.2
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③若年女性支援における、今後必要と考える社会資源とその具体的内容

「民間支援団体」（25.2％）が最も多く、「婦人相談所」、「婦人保護施設」（それぞれ 22.8％）と続きます。

Q47 若年女性支援における、今後必要と考える社会資源とその具体的内容について、教えてください。（あ

てはまるものすべて選択）

22.8 

20.3 

20.8 

22.8 

19.7 

13.1 

19.8 

15.6 

19.0 

21.2 

13.4 

12.8 

21.0 

16.5 

9.9 

15.1 

21.3 

19.3 

17.2 

14.2 

25.2 

17.2 

17.8 

12.0 

18.7 

18.4 

20.0 

10.9 

28.9 

13.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

特にない

無回答

全体(n=1,019)
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【相談機関別】

【具体的内容】

相談機関 回答数（意見数） 内容（件数）

婦人相談所 129（154）

・相談について（46）        ・一時保護について（35）
・DV支援について（13）     ・自立支援について（9）
・連携について（10）        ・居場所について（5）
・その他（36）

婦人相談員 104（107）

・相談について（46）        ・連携について（14）
・DV支援について（10）   ・自立支援について（5）
・相談員の質の向上について（5）
・その他（27）

児童相談所 118（142）

・相談について（31）        ・保護について（28）
・対象年齢：18 歳未満の支援、18 歳以上の場合への支援も必要等
について（27）
・DV支援について（15）   ・連携について（12）
・自立支援について（9）     ・その他（20）

婦人保護施設 134（140）

・保護について（37）       ・居場所について（17）
・自立支援について（13）    ・避難場所について（13）
・DV支援について（11）
・受入基準・入所条件等の緩和について（9）
・連携について（6）        ・その他（34）

配偶者暴力相談
支援センター

108（112）
・相談について（41）        ・連携について（13）
・保護について（11）        ・その他（47）

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援セン
ター

全体 1,019 22.8 20.3 20.8 22.8 19.7 13.1 19.8 15.6
婦人相談所 48 33.3 35.4 33.3 33.3 33.3 18.8 35.4 20.8
児童相談所 140 30.0 27.1 20.7 28.6 25.7 10.7 23.6 19.3
配偶者暴力相談支援センター 136 30.1 26.5 28.7 30.9 26.5 18.4 25.7 19.1
男女共同参画支援センター 100 23.0 19.0 20.0 26.0 27.0 19.0 24.0 21.0
福祉事務所 333 21.9 17.4 19.2 21.6 15.6 11.4 18.3 12.0
子ども家庭支援センター 42 11.9 16.7 16.7 19.0 9.5 4.8 11.9 9.5
生活困窮者自立支援窓口 259 17.8 16.2 18.1 14.7 16.6 12.4 14.7 14.7

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

19.0 21.2 13.4 12.8 21.0 16.5 9.9 15.1 21.3 19.3 17.2
29.2 35.4 16.7 12.5 37.5 31.3 10.4 14.6 35.4 29.2 22.9
19.3 25.7 22.1 20.7 29.3 20.7 12.1 23.6 26.4 25.7 27.1
25.7 30.1 18.4 14.0 28.7 22.8 11.0 16.9 30.1 25.0 23.5
23.0 20.0 14.0 14.0 29.0 18.0 15.0 15.0 25.0 24.0 21.0
19.8 19.8 11.7 11.1 18.0 14.7 8.4 15.0 19.5 18.6 14.4
7.1 11.9 4.8 7.1 14.3 2.4 2.4 7.1 16.7 16.7 2.4
13.1 16.6 9.3 10.0 12.4 14.7 9.7 10.8 15.1 12.0 13.1

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワー
ク

民生委員・
児童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性
暴力被害者
のためのワ
ンストップ支
援センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 特にない 無回答

14.2 25.2 17.2 17.8 12.0 18.7 18.4 20.0 10.9 28.9 13.5
16.7 33.3 25.0 31.3 14.6 20.8 27.1 31.3 25.0 14.6 12.5
19.3 28.6 24.3 22.1 16.4 24.3 17.9 19.3 13.6 24.3 12.9
18.4 38.2 20.6 22.8 16.2 23.5 25.0 28.7 7.4 24.3 7.4
19.0 29.0 18.0 20.0 15.0 17.0 25.0 20.0 14.0 19.0 14.0
13.5 23.1 16.8 16.8 10.2 16.8 17.4 19.5 8.4 33.3 14.4
2.4 16.7 11.9 4.8 4.8 19.0 9.5 9.5 7.1 33.3 14.3
10.8 18.5 12.0 13.9 9.7 17.8 15.1 17.0 12.0 32.8 14.3
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相談機関 回答数（意見数） 内容（件数）

男女共同参画支
援センター

69（70）
・相談について（32）        ・連携について（14）
・周知・広報、情報提供、啓発について（7）
・その他（17）

福祉事務所 103（108）
・相談について（36）        ・生活保護について（29）
・連携について（12）        ・自立支援について（9）
・障害者支援について（4）    ・その他（18）

子ども家庭支援
センター

78（81）
・相談について（33）        ・連携について（12）
・未成年や同伴児がいる場合の対応について（8）
・その他（28）

生活困窮者自立
支援窓口

103（107）
・自立支援について（33）     ・経済的支援について（16）
・相談について（12）      ・就労支援について（11）
・連携について（9）        ・その他（26）

母子生活支援施
設

122（129）

・自立支援について（23）     ・居場所について（20）
・保護について（13）        ・DV支援について（13）
・生活支援について（7）     ・避難場所について（6）
・その他（47）

児童養護施設 69（71）

・保護について（11）
・子の安全な居場所の確保について（10）
・連携について（8）        ・自立支援について（7）
・18歳未満への支援について（2）
・その他（33）

乳児院 64（65）
・居場所・安全の確保について（11）
・保護について（9）        ・養育支援について（6）
・連携について（6）        ・その他（33）

自立支援ホーム 126（132）
・自立支援について（28）    ・居場所について（26）
・施設の増設について（17）   ・生活支援について（11）
・連携について（8）        ・その他（42）

社会福祉協議会 80（84）

・資金貸付等経済的支援について（29）
・相談について（23）       ・連携について（9）
・自立支援・生活支援について（8）
・フードバンク・食料支援について（3）
・地域について（3）        ・その他（9）

母子・父子福祉セ
ンター

42（46）
・相談について（15）       ・ひとり親支援について（14）
・連携について（5）        ・その他（12）

保健所 76（78）

・相談について（18）       ・精神的支援について（14）
・連携について（10）      ・妊娠・出産について（8）
・精神疾患について（7）     ・教育・指導について（6）
・その他（15）

警察 112（118）
・相談について（23）       ・DV・暴力について（21）
・安全確保について（19）    ・連携について（13）
・事件・犯罪について（11）   ・その他（31）

弁護士 103（109）

・法律相談について（32）    ・法的支援について（28）
・親・親権者との調整について（7）
・離婚について（6）       ・借金・金銭トラブルについて（4）
・その他（32）

学校 99（101）

・相談について（24）       ・連携について（16）
・情報共有について（7）
・転校・単位取得等手続き関連の支援について（6）
・見守りについて（6）     ・学習支援について（5）
・支援対象者の発見について（5）
・その他（32）

教育委員会 70（70）
・相談について（17）    ・連携について（16）
・転校手続き等就学支援について（8）
・情報共有について（3）  ・その他（26）
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相談機関 回答数（意見数） 内容（件数）

民間支援団体 165（173）

・居場所・シェルターについて（52）
・相談について（25）     ・公的支援以外の対応について（22）
・柔軟な対応について（11） ・連携について（11）
・民間支援団体がない、少ないについて（9）
・その他（43）

医療機関 85（94）

・医療提供（健康問題・病気への対応等）について（35）
・精神的問題へのケアについて（19）
・連携について（13）    ・DV、虐待、貧困発覚について（7）
・その他（20）

ハローワーク 100（103）
・就労支援・職業訓練について（78）
・連携について（7）     ・資格取得について（3）
・その他（15）

民生委員・児童
委員

63（65）
・地域（身近）での見守りについて（28）
・連携について（13）     ・相談について（10）
・その他（14）

外国人への支援
組織

107（107）
・言葉の壁・通訳について（47）
・相談について（17）    ・連携について（8）
・残留資格について（4）  ・その他（31）

性犯罪・性暴力
被害者のための
ワンストップ支援
センター

91（93）

・性犯罪・性暴力に関する専門的支援について（27）
・相談について（27）    ・連携について（15）
・その他（24）

法テラス等法律
相談窓口

101（105）
・相談について（42）     ・法的支援・法的対応について（29）
・無料相談・金銭的負担減について（11）
・連携について（7）      ・その他（16）

その他 98（98）
・居場所・シェルターについて（32）
・連携について（11）      ・相談について（10）
・その他（45）
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４－２．相談員調査

４－２－１．ご自身について

F１ 所属機関の所在地

「東京都」（11.0％）が最も多く、「福岡県」（5.0％）、「千葉県」（4.8％）と続きます。

2.7 
3.0 

2.1 
1.9 

1.0 
1.9 
1.8 
1.6 
2.0 

1.7 
4.4 
4.8 

11.0 
4.7 

2.0 
1.4 

0.9 
1.2 

0.8 
1.0 
1.0 

2.0 
4.1 

1.8 
1.0 

1.6 
2.2 

3.5 
0.3 
0.7 
1.0 
1.1 
1.5 

3.8 
2.7 

1.6 
1.8 
2.0 

0.3 
5.0 

1.0 
0.9 

2.9 
1.1 

0.2 
1.6 

1.2 
0.0 

0% 5% 10% 15% 20%

北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京

神奈川
新潟
富山
石川
福井
山梨
長野
岐阜
静岡
愛知
三重
滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良

和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎

鹿児島
沖縄

無回答

全体(n=2,123)
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F２ 所属機関

「福祉事務所」(32.5％）が最も多く、「配偶者暴力相談支援センター」（21.1％）、「婦人相談所」（14.0％）

と続きます。

F３ 区分

「婦人相談員」（53.9％）、「その他の相談員」（46.1％）となっています。

14.0 

9.8 

21.1 

8.3 

32.5 

3.4 

13.8 

6.5 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

婦人相談所

児童相談所

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

その他

無回答
全体(n=2,123)

全体(n=2,123) 53.9 46.1 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

婦人相談員( 売春防止法に基づく） その他の相談員 無回答
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F４ 年代

「50歳代」（30.9％）が最も多く、「40歳代」（26.7％）、「60歳代」（24.3％）と続きます。

F５ 婦人相談員・相談員としての勤務年数

「３年未満」（34.2％）が最も多く、「５年～10年未満」（27.1％）、「10年～20年未満」（18.1％）と続きます。

全体(n=2,123) 5.3 12.8 26.7 30.9 24.3 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 無回答

全体(n=2,123) 34.2 17.5 27.1 18.1 3.0 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３年未満 ３年～５年未満 ５年～10年未満 10年～20年未満 20年以上 無回答
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４－２－２．支援対応の実態及び若年女性支援に必要な社会資源について

①困難な問題を抱える若年女性に対しての支援

「相談及び面談（電話・メール・SNS等）」（76.2％）が最も多く、「自立支援（学校や家族との調整、就労支

援、医療機関との連携による支援等）」（38.1％）、「居場所の提供」（15.3％）と続きます。

Q1 困難な問題を抱える若年女性（このアンケートにおいては 30 歳未満の女性とします。）に対して、どのよ

うな支援を行っていますか。（あてはまるものすべて選択）

【所属機関別】

76.2 

38.1 

15.3 

2.1 

6.7 

8.0 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談及び面談（電話・メール・SNS 等）

自立支援（学校や家族との調整、

就労支援、医療機関との連携による支援等）

居場所の提供

夜間見回り・声掛け・ICT を活用したアウトリーチ

その他

行っている支援はない

無回答

全体(n=2,123)

調査数 夜間見回り・
声掛け・ICT
を活用したア
ウトリーチ

相談及び面
談（電話・
メール・SNS
等）

居場所の提
供

自立支援（学
校や家族と
の調整、就
労支援、医
療機関との
連携による
支援等）

その他 行っている支
援はない

無回答

全体 2,123 2.1 76.2 15.3 38.1 6.7 8.0 7.6
婦人相談所 297 5.1 77.4 22.9 30.0 3.4 4.4 6.1
児童相談所 209 1.4 75.1 23.0 45.9 3.8 6.7 11.5
配偶者暴力相談支援センター 448 2.2 83.7 16.1 27.7 6.0 6.0 6.7
男女共同参画支援センター 176 0.6 85.8 6.8 19.3 7.4 4.0 8.0
福祉事務所 689 1.7 77.6 18.9 41.5 7.3 7.7 8.1
子ども家庭支援センター 73 2.7 74.0 15.1 54.8 8.2 8.2 8.2
生活困窮者自立支援窓口 293 1.0 67.6 4.8 63.5 5.8 10.6 5.1
その他 138 1.4 73.9 11.6 23.2 16.7 17.4 4.3
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②18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）こと

「ある」（63.5％）、「ない」（28.9％）となっています。

Q2 18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）ことはありますか。（ひとつ

選択）

【所属機関別】

全体(n=2,123) 63.5 28.9 7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 2,123 63.5 28.9 7.6
婦人相談所 297 79.5 14.5 6.1
児童相談所 209 44.0 44.5 11.5
配偶者暴力相談支援センター 448 74.3 19.0 6.7
男女共同参画支援センター 176 63.1 29.0 8.0
福祉事務所 689 62.6 29.3 8.1
子ども家庭支援センター 73 60.3 31.5 8.2
生活困窮者自立支援窓口 293 58.0 36.9 5.1
その他 138 65.2 30.4 4.3
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③18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）こと

「相談者とのコミュニケーションが取りづらかった（取りづらい）」（40.0％）が最も多く、「相談者との連絡が

取りづらかった（取りづらい）」（32.1％）、「支援のために必要は情報を得ることが難しかった（難しい）」

（27.9％）と続きます。

Q3 Q2 で「ある」と回答した方に伺います。18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援において、困った

（困っている）ことについて、教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【所属機関別】

40.0 

32.1 

27.9 

25.4 

20.2 

19.6 

9.5 

12.2 

10.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談者とのコミュニケーションが

取りづらかった（取りづらい）

相談者との連絡が取り

づらかった（取りづらい）

支援のために必要な情報を

得ることが難しかった（難しい）

相談者の保護者への対応に

苦慮した（苦慮している）

支援のための制度が

使えなかった（使えない）

関連部署・関係機関との連携が

取りづらかった（取りづらい）

支援者の勤務時間の都合で十分な

対応ができなかった（できない）

その他

無回答

全体(n=1,349)

調査数 相談者との
コミュニケー
ションが取り
づらかった
（取りづらい）

相談者との
連絡が取り
づらかった
（取りづらい）

相談者の保
護者への対
応に苦慮し
た（苦慮して
いる）

支援のため
に必要な情
報を得ること
が難しかった
（難しい）

支援のため
の制度が使
えなかった
（使えない）

支援者の勤
務時間の都
合で十分な
対応ができ
なかった（で
きない）

関連部署・関
係機関との
連携が取り
づらかった
（取りづらい）

その他 無回答

全体 1,349 40.0 32.1 25.4 27.9 20.2 9.5 19.6 12.2 10.4
婦人相談所 236 37.7 13.6 27.5 24.6 19.5 4.7 24.6 10.6 13.6
児童相談所 92 43.5 42.4 35.9 33.7 17.4 9.8 23.9 5.4 17.4
配偶者暴力相談支援センター 333 40.5 21.3 22.2 26.4 18.9 8.1 21.6 13.5 10.2
男女共同参画支援センター 111 45.0 19.8 15.3 22.5 24.3 9.9 25.2 18.9 12.6
福祉事務所 431 38.1 37.8 28.8 29.0 23.7 11.1 16.0 11.8 8.1
子ども家庭支援センター 44 45.5 36.4 34.1 29.5 22.7 15.9 27.3 13.6 6.8
生活困窮者自立支援窓口 170 38.2 54.7 19.4 29.4 16.5 11.8 12.9 11.8 9.4
その他 90 44.4 32.2 26.7 32.2 23.3 8.9 24.4 15.6 7.8
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④18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）と思うこと

「ある」（64.4％）、「ない」（20.4％）となっています。

Q4 18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）と思うことが

ありますか。（ひとつ選択）

【所属機関別】

全体(n=2,123) 64.4 20.4 15.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 2,123 64.4 20.4 15.2
婦人相談所 297 74.4 7.7 17.8
児童相談所 209 46.9 34.0 19.1
配偶者暴力相談支援センター 448 73.2 11.8 15.0
男女共同参画支援センター 176 67.6 14.8 17.6
福祉事務所 689 64.3 21.2 14.5
子ども家庭支援センター 73 61.6 26.0 12.3
生活困窮者自立支援窓口 293 59.0 29.0 11.9
その他 138 69.6 20.3 10.1
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⑤18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）こと

「シェルターなどの居場所として使える社会資源の確保」（67.7％）が最も多く、「就労支援や金銭給付な

どの施策の整備」（51.7％）、「事例・ノウハウの共有」（47.5％）と続きます。

Q5 Q4 で「ある」と回答した方に伺います。18 歳以上の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後

改善すべき（実施すべき）ことについて教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【所属機関別】

67.7 

51.7 

47.5 

43.2 

34.5 

7.4 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シェルターなどの居場所として

使える社会資源の確保

就労支援や金銭給付などの施策の整備

事例・ノウハウの共有

相談技術の向上

関係機関との情報共有や連携

その他

無回答
全体(n=1,367)

調査数 関係機関と
の情報共有
や連携

事例・ノウハ
ウの共有

相談技術の
向上

シェルターな
どの居場所
として使える
社会資源の
確保

就労支援や
金銭給付な
どの施策の
整備

その他 無回答

全体 1,367 34.5 47.5 43.2 67.7 51.7 7.4 5.0
婦人相談所 221 35.3 43.4 41.6 57.0 49.3 9.5 7.2
児童相談所 98 34.7 48.0 41.8 72.4 54.1 8.2 5.1
配偶者暴力相談支援センター 328 33.5 47.9 45.1 70.4 51.2 10.7 5.2
男女共同参画支援センター 119 37.8 47.9 45.4 63.9 56.3 10.9 1.7
福祉事務所 443 31.2 46.5 42.2 74.0 52.1 6.5 4.1
子ども家庭支援センター 45 44.4 42.2 51.1 71.1 48.9 2.2 6.7
生活困窮者自立支援窓口 173 36.4 50.3 42.2 63.0 45.1 6.4 4.6
その他 96 42.7 60.4 50.0 69.8 57.3 7.3 5.2
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⑥18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）こと

「ある」（41.1％）、「ない」（39.8％）となっています。

Q6 18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）ことはありますか。（ひとつ

選択）

【所属機関別】

全体(n=2,123) 41.1 39.8 19.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 2,123 41.1 39.8 19.1
婦人相談所 297 48.5 28.3 23.2
児童相談所 209 56.5 20.6 23.0
配偶者暴力相談支援センター 448 46.0 34.6 19.4
男女共同参画支援センター 176 40.3 40.3 19.3
福祉事務所 689 38.9 43.1 18.0
子ども家庭支援センター 73 53.4 30.1 16.4
生活困窮者自立支援窓口 293 28.0 56.0 16.0
その他 138 36.2 50.0 13.8
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⑦18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援において、困った（困っている）こと

「相談者とのコミュニケーションが取りづらかった（取りづらい）」（45.3％）が最も多く、「相談者の保護者へ

の対応に苦慮した（苦慮している）」（44.8％）、「相談者との連絡が取りづらかった（取りづらい）」（36.8％）と

続きます。

Q7 Q6 で「ある」と回答した方に伺います。18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援において、困った

（困っている）ことについて、教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【所属機関別】

45.3 

44.8 

36.8 

28.9 

19.2 

16.4 

7.9 

7.5 

7.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談者とのコミュニケーションが

取りづらかった（取りづらい）

相談者の保護者への対応に

苦慮した（苦慮している）

相談者との連絡が取り

づらかった（取りづらい）

支援のために必要な情報を

得ることが難しかった（難しい）

関連部署・関係機関との連携が

取りづらかった（取りづらい）

支援のための制度が

使えなかった（使えない）

支援者の勤務時間の都合で十分な

対応ができなかった（できない）

その他

無回答

全体(n=872)

調査数 相談者との
コミュニケー
ションが取り
づらかった
（取りづらい）

相談者との
連絡が取り
づらかった
（取りづらい）

相談者の保
護者への対
応に苦慮し
た（苦慮して
いる）

支援のため
に必要な情
報を得ること
が難しかった
（難しい）

支援のため
の制度が使
えなかった
（使えない）

支援者の勤
務時間の都
合で十分な
対応ができ
なかった（で
きない）

関連部署・関
係機関との
連携が取り
づらかった
（取りづらい）

その他 無回答

全体 872 45.3 36.8 44.8 28.9 16.4 7.9 19.2 7.5 7.0
婦人相談所 144 40.3 18.8 35.4 26.4 16.7 6.3 24.3 9.7 11.1
児童相談所 118 60.2 43.2 71.2 19.5 15.3 4.2 22.9 3.4 6.8
配偶者暴力相談支援センター 206 41.3 27.2 32.0 35.9 18.0 8.3 24.3 12.6 6.3
男女共同参画支援センター 71 42.3 25.4 29.6 31.0 9.9 9.9 18.3 12.7 4.2
福祉事務所 268 40.3 41.4 47.0 28.4 20.9 8.2 14.2 6.7 7.5
子ども家庭支援センター 39 51.3 56.4 56.4 28.2 20.5 15.4 17.9 2.6 7.7
生活困窮者自立支援窓口 82 50.0 59.8 56.1 36.6 8.5 9.8 18.3 6.1 3.7
その他 50 46.0 36.0 32.0 34.0 18.0 12.0 16.0 10.0 6.0
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⑧18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）と思うこと

「ある」（51.1％）、「ない」（26.0％）となっています。

Q8 18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべき（実施すべき）と思うことが

ありますか。（ひとつ選択）

【所属機関別】

全体(n=2,123) 51.1 26.0 22.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

調査数 ある ない 無回答
全体 2,123 51.1 26.0 22.9
婦人相談所 297 52.9 16.8 30.3
児童相談所 209 50.7 21.1 28.2
配偶者暴力相談支援センター 448 56.7 20.8 22.5
男女共同参画支援センター 176 55.1 22.7 22.2
福祉事務所 689 50.7 27.7 21.6
子ども家庭支援センター 73 56.2 23.3 20.5
生活困窮者自立支援窓口 293 44.7 37.9 17.4
その他 138 53.6 29.0 17.4
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⑨18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後改善すべきこと（実施すべきこと）

「シェルターなどの居場所として使える社会資源の確保」（63.2％）が最も多く、「事例・ノウハウの共有」

（49.7％）、「相談技術の向上」（47.5％）と続きます。

Q9 Q8 で「ある」と回答した方に伺います。18 歳未満の困難な問題を抱える女性の支援対応において、今後

改善すべきこと（実施すべきこと）について教えてください。（あてはまるものすべて選択）

【所属機関別】

63.2 

49.7 

47.5 

42.2 

34.7 

8.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シェルターなどの居場所として

使える社会資源の確保

事例・ノウハウの共有

相談技術の向上

就労支援や金銭給付などの施策の整備

関係機関との情報共有や連携

その他

無回答

全体(n=1,084)

調査数 関係機関と
の情報共有
や連携

事例・ノウハ
ウの共有

相談技術の
向上

シェルターな
どの居場所
として使える
社会資源の
確保

就労支援や
金銭給付な
どの施策の
整備

その他 無回答

全体 1,084 34.7 49.7 47.5 63.2 42.2 8.0 2.9
婦人相談所 157 40.8 45.9 42.0 60.5 44.6 8.9 7.6
児童相談所 106 34.0 50.0 50.0 59.4 41.5 3.8 3.8
配偶者暴力相談支援センター 254 36.6 50.0 48.8 66.1 44.9 8.3 3.5
男女共同参画支援センター 97 35.1 46.4 47.4 55.7 43.3 14.4 2.1
福祉事務所 349 33.0 48.1 46.1 66.8 39.5 8.0 1.4
子ども家庭支援センター 41 39.0 43.9 56.1 73.2 36.6 7.3 2.4
生活困窮者自立支援窓口 131 32.1 55.7 54.2 58.0 36.6 7.6 1.5
その他 74 28.4 62.2 55.4 62.2 45.9 8.1 2.7
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⑩若年女性支援における現在利用している社会資源

「福祉事務所」（42.8％）が最も多く、「警察」（41.2％）、「児童相談所」（37.1％）と続きます。

Q10‐1 若年女性支援における社会資源について伺います。現在利用している社会資源について、教えてく

ださい。（あてはまるものすべて選択）

36.1 

36.3 

37.1 

24.1 

30.0 

17.7 

42.8 

20.2 

28.5 

24.9 

12.7 

9.2 

13.6 

24.6 

3.9 

23.0 

41.2 

28.5 

24.5 

19.1 

18.2 

26.1 

21.6 

11.4 

6.9 

11.7 

31.7 

2.7 

4.7 

29.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

特にない

無回答

全体(n=2,123)
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【所属機関別】

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援センター

全体 2,123 36.1 36.3 37.1 24.1 30.0 17.7 42.8 20.2
婦人相談所 297 46.8 45.8 36.7 35.0 38.4 19.2 40.4 17.5
児童相談所 209 34.9 34.9 35.4 19.6 26.3 11.0 41.1 22.5
配偶者暴力相談支援センター 448 42.0 41.3 41.5 27.9 41.7 22.3 41.5 19.6
男女共同参画支援センター 176 34.7 30.1 30.1 20.5 39.2 40.9 26.7 27.8
福祉事務所 689 39.3 39.6 42.1 28.0 30.9 14.4 48.0 18.9
子ども家庭支援センター 73 35.6 50.7 58.9 27.4 21.9 19.2 58.9 49.3
生活困窮者自立支援窓口 293 13.0 20.5 23.2 6.1 10.2 11.9 50.5 19.1
その他 138 40.6 34.1 37.0 27.5 29.0 20.3 31.9 18.8

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

28.5 24.9 12.7 9.2 13.6 24.6 3.9 23.0 41.2 28.5 24.5
21.2 29.0 11.1 10.1 22.2 17.2 3.0 20.5 40.4 35.4 17.8
15.8 22.5 33.5 28.7 41.6 14.8 1.4 26.8 45.0 33.5 39.7
27.7 27.7 9.8 7.1 13.4 21.0 4.2 25.2 46.7 30.6 22.8
26.1 18.8 8.5 4.0 3.4 21.0 4.0 21.6 38.1 32.4 15.9
31.5 32.1 13.9 9.3 12.2 28.6 6.7 22.5 45.9 29.8 28.3
39.7 37.0 21.9 15.1 16.4 23.3 1.4 39.7 61.6 31.5 45.2
38.9 7.2 4.4 1.0 3.1 42.0 1.4 22.2 18.4 16.0 16.7
28.3 26.1 9.4 8.7 4.3 15.2 2.2 16.7 44.2 24.6 17.4

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワーク 民生委員・児
童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性暴
力被害者の
ためのワン
ストップ支援
センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 特にない 無回答

19.1 18.2 26.1 21.6 11.4 6.9 11.7 31.7 2.7 4.7 29.4
11.1 23.2 28.6 19.5 4.4 10.8 24.9 35.7 1.3 1.3 37.4
23.4 12.9 38.8 14.8 11.5 5.7 10.5 20.6 4.3 1.9 35.4
17.4 25.4 24.6 20.1 7.6 8.0 18.5 34.4 2.9 3.3 30.6
14.8 25.0 17.6 17.0 8.0 8.5 25.0 32.4 2.8 4.0 31.8
22.6 18.9 26.0 21.3 12.8 6.4 8.4 35.0 2.8 5.4 27.9
37.0 24.7 50.7 21.9 26.0 9.6 8.2 35.6 0.0 0.0 24.7
15.0 7.8 24.6 39.2 19.8 4.4 1.4 26.3 5.5 8.5 21.2
21.7 15.2 16.7 18.1 5.8 4.3 4.3 32.6 0.7 9.4 24.6
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⑪若年女性支援における、利用したいが利用できていない社会資源

「婦人保護施設」（7.6％）が最も多く、「自立援助ホーム」、「民間支援団体」（それぞれ 7.5％）と続きます。

Q10‐2 若年女性支援における社会資源について伺います。利用したいが利用できていない社会資源につ

いて、教えてください。（あてはまるものすべて選択）

5.0 

2.5 

4.3 

7.6 

2.5 

2.3 

1.8 

2.5 

2.9 

5.6 

2.4 

1.5 

7.5 

2.7 

2.4 

2.6 

1.5 

3.1 

2.9 

2.2 

7.5 

2.9 

2.1 

3.3 

4.9 

4.1 

2.2 

1.6 

33.6 

29.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

特にない

無回答

全体(n=2,123)
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【所属機関別】

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

2.9 5.6 2.4 1.5 7.5 2.7 2.4 2.6 1.5 3.1 2.9
3.7 2.4 1.7 1.3 8.8 2.7 1.7 3.0 1.3 3.7 2.7
2.4 4.8 1.4 1.4 1.4 1.9 1.4 3.8 0.0 1.9 1.0
4.7 6.0 3.8 3.1 11.2 3.8 2.0 2.2 2.0 3.6 3.1
3.4 2.3 2.3 0.6 7.4 2.3 1.7 2.8 1.7 0.6 4.0
2.6 6.0 2.6 1.0 8.7 2.9 2.2 2.6 1.5 2.6 2.5
2.7 4.1 1.4 0.0 11.0 1.4 0.0 1.4 2.7 13.7 1.4
0.7 9.6 2.4 2.0 5.5 1.0 5.1 3.8 2.7 2.0 5.5
5.1 5.8 1.4 0.0 8.7 4.3 0.7 1.4 0.7 4.3 3.6

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援センター

全体 2,123 5.0 2.5 4.3 7.6 2.5 2.3 1.8 2.5
婦人相談所 297 3.7 2.0 6.1 3.4 0.3 1.7 2.4 2.4
児童相談所 209 4.3 2.4 1.4 5.3 0.5 0.0 2.4 1.9
配偶者暴力相談支援センター 448 4.9 1.3 5.4 6.9 1.1 1.3 2.7 2.7
男女共同参画支援センター 176 3.4 1.7 5.1 5.1 2.3 1.7 4.5 2.3
福祉事務所 689 4.5 1.9 5.4 10.3 3.3 3.5 0.9 2.9
子ども家庭支援センター 73 5.5 1.4 2.7 12.3 5.5 4.1 2.7 1.4
生活困窮者自立支援窓口 293 8.2 5.8 3.1 7.5 6.1 4.1 1.7 3.8
その他 138 5.8 3.6 2.2 8.7 0.7 0.7 0.7 0.7

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワーク 民生委員・児
童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性暴
力被害者の
ためのワン
ストップ支援
センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 特にない 無回答

2.2 7.5 2.9 2.1 3.3 4.9 4.1 2.2 1.6 33.6 29.4
2.4 6.7 3.0 2.0 5.1 2.4 0.7 2.7 1.7 24.9 37.4
1.0 5.3 1.4 2.4 1.0 2.4 4.3 1.0 0.5 39.2 35.4
2.9 8.3 3.8 3.1 6.0 4.7 5.1 2.5 3.1 28.6 30.6
3.4 7.4 3.4 2.3 3.4 1.7 4.0 1.7 2.3 33.5 31.8
1.5 7.8 2.8 2.0 2.9 6.5 4.8 2.8 1.2 33.7 27.9
1.4 9.6 1.4 4.1 4.1 11.0 1.4 2.7 0.0 26.0 24.7
3.1 7.2 1.4 0.3 1.7 5.8 4.8 1.4 2.0 42.3 21.2
2.2 7.2 5.1 1.4 0.7 2.9 0.7 2.2 1.4 42.0 24.6
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⑫若年女性支援における、今後必要と考える社会資源

「民間支援団体」（25.4％）が最も多く、「自立援助ホーム」（23.2％）、「婦人保護施設」（23.1％）

と続きます。

Q11 若年女性支援における、今後必要と考える社会資源とその具体的内容について、教えてください。（あ

てはまるものすべて選択）

22.5 

22.1 

19.6 

23.1 

18.8 

12.8 

20.0 

15.2 

21.9 

20.6 

12.3 

10.5 

23.2 

14.3 

8.3 

15.9 

20.3 

20.2 

16.1 

12.1 

25.4 

18.1 

16.9 

10.3 

16.5 

19.5 

21.4 

4.6 

15.0 

30.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

婦人相談所

婦人相談員

児童相談所

婦人保護施設

配偶者暴力相談支援センター

男女共同参画支援センター

福祉事務所

子ども家庭支援センター

生活困窮者自立支援窓口

母子生活支援施設

児童養護施設

乳児院

自立援助ホーム

社会福祉協議会

父子母子福祉センター

保健所

警察

弁護士

学校

教育委員会

民間支援団体

医療機関

ハローワーク

民生委員・児童委員

外国人への支援組織

性犯罪・性暴力被害者のため

のワンストップ支援センター

法テラス等法律相談窓口

その他

特にない

無回答

全体(n=2,123)
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【所属機関別】

【具体的内容】

相談機関 回答数（意見数） 内容（件数）

婦人相談所 246（252）

・相談について（86）        ・一時保護について（54）
・連携について（17）       ・緊急避難について（15）
・自立支援について（14）     ・居場所について（9）
・周知について（8）        ・その他（49）

婦人相談員 258（280）
・相談について（87）       ・連携について（47）
・寄り添い・親身について（41） ・相談員の質向上について（34）
・情報共有について（8）     ・その他（63）

児童相談所 230（246）

・対象年齢：18歳未満、18歳以上の支援について（62）
・保護について（46）        ・連携について（43）
・相談について（39）        ・虐待について（15）
・自立援助ホームについて（13） ・その他（28）

婦人保護施設 272（291）

・自立支援について（60）     ・保護について（49）
・居場所について（49）     
・若年女性に特化した対応について（40）
・受入基準・入所条件等の緩和について（30）
・避難場所について（21）     ・その他（42）

配偶者暴力相談
支援センター

200（215）

・相談について（54）       ・支援について（50）
・証明書の発行について（24）  ・保護について（15）
・若年女性に特化した対応について（15）
・連携について（15）        ・指導について（2）
・その他（40）

調査数 婦人相談所 婦人相談員 児童相談所 婦人保護施
設

配偶者暴力
相談支援セ
ンター

男女共同参
画支援セン
ター

福祉事務所 子ども家庭
支援センター

全体 2,123 22.5 22.1 19.6 23.1 18.8 12.8 20.0 15.2
婦人相談所 297 23.9 21.5 20.9 23.9 17.8 14.5 20.9 16.5
児童相談所 209 20.6 23.0 13.9 20.1 17.7 10.5 16.3 12.4
配偶者暴力相談支援センター 448 24.6 23.2 24.1 25.9 21.9 15.4 23.2 17.4
男女共同参画支援センター 176 18.8 17.0 18.8 18.8 22.2 20.5 17.0 17.0
福祉事務所 689 25.5 24.4 22.8 28.6 20.5 13.4 23.9 16.1
子ども家庭支援センター 73 19.2 20.5 16.4 23.3 21.9 11.0 19.2 19.2
生活困窮者自立支援窓口 293 13.7 18.4 11.9 13.0 13.7 8.5 13.0 11.9
その他 138 25.4 21.7 21.7 28.3 16.7 10.1 15.9 13.8

生活困窮者
自立支援窓
口

母子生活支
援施設

児童養護施
設

乳児院 自立援助
ホーム

社会福祉協
議会

父子母子福
祉センター

保健所 警察 弁護士 学校

21.9 20.6 12.3 10.5 23.2 14.3 8.3 15.9 20.3 20.2 16.1
20.9 18.9 13.5 9.8 26.6 15.8 8.8 17.2 19.2 20.5 17.2
17.7 19.1 12.0 11.5 19.1 11.5 7.7 18.2 20.1 23.9 14.8
28.3 23.7 12.7 10.7 27.9 17.9 8.5 18.3 25.0 23.4 19.0
23.9 19.3 10.2 10.8 25.0 14.2 11.4 17.0 18.2 18.2 15.3
24.4 23.5 13.8 11.3 26.7 16.0 7.8 16.4 23.4 22.4 17.1
21.9 21.9 12.3 15.1 30.1 12.3 6.8 15.1 17.8 17.8 13.7
10.6 15.4 10.6 7.8 11.6 9.2 7.8 10.9 10.9 8.5 12.3
24.6 18.1 11.6 10.9 24.6 14.5 8.7 14.5 19.6 22.5 13.0

教育委員会 民間支援団
体

医療機関 ハローワーク 民生委員・児
童委員

外国人への
支援組織

性犯罪・性暴
力被害者の
ためのワン
ストップ支援
センター

法テラス等
法律相談窓
口

その他 特にない 無回答

12.1 25.4 18.1 16.9 10.3 16.5 19.5 21.4 4.6 15.0 30.9
12.1 23.6 18.5 18.9 10.8 12.8 18.2 20.5 4.0 10.1 38.7
10.0 17.2 20.1 17.7 9.1 12.0 14.8 19.6 4.3 18.2 37.3
13.2 32.6 21.2 20.8 12.9 18.1 25.2 27.0 3.6 10.9 31.0
9.7 26.1 18.2 19.3 9.7 15.3 23.3 20.5 9.1 13.6 32.4

13.4 27.6 19.2 17.1 10.9 19.2 19.7 23.4 4.2 14.2 29.3
12.3 27.4 16.4 15.1 12.3 27.4 20.5 24.7 2.7 11.0 24.7
9.6 19.1 12.6 10.9 6.5 15.4 14.0 13.7 5.5 23.2 23.2

14.5 26.8 18.1 16.7 9.4 15.9 21.0 23.2 5.1 14.5 27.5
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相談機関 回答数（意見数） 内容（件数）

男女共同参画支
援センター

125（130）

・相談について（45）
・周知・広報、情報提供、啓発について（21）
・連携について（11）        ・男性の相談について（8）
・その他（45）

福祉事務所 215（221）

・生活保護について（61）     ・相談について（43）
・連携について（36）        ・自立支援について（19）
・経済的支援について（15）   ・障害者支援について（9）
・その他（38）

子ども家庭支援
センター

155（160）

・連携について（32）
・未成年や同伴児がいる場合の対応について（32）
・相談について（31）        ・子育て・育児について（13）
・虐待について（7）         ・その他（45）

生活困窮者自立
支援窓口

245（247）
・経済的支援について（70）   ・自立支援について（50）
・相談について（45）        ・就労支援について（25）
・生活保護について（11）     ・その他（46）

母子生活支援施
設

227（229）
・自立支援について（62）     ・居場所について（30）
・安心・安全について（24）    ・避難場所について（24）
・その他（89）

児童養護施設 113（113）

・子の養育について（14）
・18歳未満への支援について（11）
・連携について（6）         ・自立支援について（5）
・その他（77）

乳児院 99（99）
・教育支援について（18）     ・保護について（8）
・子の預かりについて（6）     ・その他（67）

自立援助ホーム 280（288）
・自立支援について（69）     ・施設不足について（44）
・居場所について（40）      ・就労支援について（12）
・その他（123）

社会福祉協議会 146（161）

・資金貸付等経済的支援について（67）
・フードバンク・食料支援について（18）
・地域について（9）        ・連携について（6）
・就労支援について（5）     ・その他（56）

母子・父子福祉セ
ンター

68（70）
・相談について（17）       ・講座・講習について（4）
・経済的支援について（2）   ・面会交流について（2）
・就労支援について（2）   ・その他（43）

保健所 158（161）

・精神的支援について（31）  ・精神疾患について（30）
・妊娠・出産について（23）   ・子育てについて（8）
・病気・障害について（8）    ・（医療機関との）連携について（8）
・その他（53）

警察 213（214）
・DV・暴力について（59）    ・安全確保について（27）
・事件・犯罪について（26）   ・緊急について（15）
・その他（87）

弁護士 207（219）

・相談について（43）     ・助言について（23）
・離婚について（20）     ・代理人・後見人について（12）
・親・親権者との調整について（12）
・借金・金銭トラブルについて（8）
・その他（101）

学校 164（170）

・連携について（35）      ・情報共有について（19）
・相談について（14）    ・支援対象者の発見について（13）
・学習支援について（8）   ・居場所について（4）
・その他（77）

教育委員会 114（116）
・連携について（35）     ・転校について（14）
・情報共有について（8）  ・その他（59）

民間支援団体 306（309）

・公的支援以外の支援について（31）
・柔軟な対応について（29） ・居場所について（29）
・シェルターについて（27）   ・連携について（21）
・継続的支援について（5）   ・総合的な支援について（4）
・その他（163）
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相談機関 回答数（意見数） 内容（件数）

医療機関 181（192）

・精神的問題へのケアについて（46）
・医療の提供（健康問題・病気への対応等）について（37）
・妊娠・出産について（23）  ・連携について（21）
・DV・虐待、貧困発覚について（14）
・その他（51）

ハローワーク 179（194）
・就労支援・職業訓練について（96）
・自立支援について（27） ・連携について（14）
・資格取得について（7）  ・その他（50）

民生委員・児童
委

92（100）
・地域（身近）での見守りについて（34）
・相談について（21）     ・連携について（15）
・その他（30）

外国人への支援
組織

187（192）
・言葉の壁・通訳について（91）
・相談について（20）     ・連携について（12）
・その他（69）

性犯罪・性暴力
被害者のための
ワンストップ支援
センター

200（202）

・相談について（29）
・性犯罪・性暴力に関する専門的支援について（23）
・設置がない・少ない・周知不足について（23）
・ワンストップについて（20） ・連携について（16）
・その他（91）

法テラス等法律
相談窓口

233（234）

・相談について（65）
・無料相談・金銭的負担減について（51）
・法的支援・法的対応について（51）
・連携について（8）     ・その他（59）

その他 84（85）

・居場所・居所について（26）
・あらゆる社会資源が必要（10）
・受入基準・入所条件等の緩和について（6）
・若年女性に特化した対応について（3）
・その他（40）
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５．調査結果の要旨及び考察

（ ）支援対応の実態について

支援内容については、相談及び面談（電話・メール・SNS 等）は７割半ばの相談機関が実施しており、自立

支援（学校や家族との調整、就労支援、医療機関との連携による支援等）についても 4 割半ばとなっているが、

居場所の提供は１割半ばと少なくなっている。夜間見回り・声掛け・ICT を活用したアウトリーチは、ほとんど行

われていないことが把握された。相談員調査においても、同様の傾向となっている。

相談及び面談に関して、18 歳以上の困難な問題を抱える若年女性の支援において困った（困っているこ

と）については、相談機関の７割弱、相談員の６割半ばが「ある」と回答しており、その内容としては、「相談者と

のコミュニケーションが取りづらかった（取りづらい）」「相談者との連絡が取りづらかった（取りづらい）」「支援の

ために必要な情報を得ることが難しかった（難しい）」が多くなっている。

18 歳以上の困難な問題を抱える若年女性の支援において今後改善すべき（実施すべき）ことは、相談機

関の８割弱、相談員６割半ばが「ある」と回答しており、その内容としては「シェルターなどの居場所として使え

る社会資源の確保」「事例・ノウハウの共有」「就労支援や金銭給などの施策の整備」が多くなっている。18 歳

未満の困難な問題を抱える若年女性の支援においてもおおむね同様の傾向であるが、困った（困っている）

ことにおいて、「相談者の保護者への対応に苦慮した（苦慮している）」が最も多くなっている点が、18 歳以上

の女性との相違点として把握された。

連携している関係機関としては、支援内容や支援対象により若干の相違があるが、福祉事務所、警察、児

童相談所、婦人相談員、学校が多くなっている。民間支援団体との連携が行われている場合においては、民

間支援団体が行う SNSの相談や電話、対面での聞き取りから支援につながったケースが多くなっている。

婦人相談所や児童相談所が、困難な問題を抱える女性本人が相談した民間支援団体等に一時保護委託

をしたケースがあるかについては、18歳以上、18歳未満ともに１割未満となっており、他の都道府県の民間支

援団体に委託したケースも 18 歳以上、18 歳未満ともに２割未満となっており、民間支援団体と連携した対応

が行われているケースは少ないことが推察される。

実施している自立支援の内容としては、就労支援が 6割弱と最も多く、次にカウンセリング、就労後のサポー

トが多くなっている。

（２）民間支援団体との連携について

地域の中に困難な問題を抱える若年女性に対する支援を行っている民間支援団体がある割合は３割

弱となっており、その連携状況をみると、民間支援団体と連携しているが５割半ば、民間支援団体との

連携はあまりできていないが３割弱となっている。

利用したいが利用できていない社会資源及び今後必要と考える社会資源として、民間支援団体と回答

した相談機関が多い一方で、民間支援団体と連携体制を築く際の問題点として、連携できる民間支援団

体が少ない（ない）との回答が５割を超えており、民間支援団体が少ない（ない）状況が課題であるこ

とがうかがえる。
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（３）人材育成

困難な問題を抱える若年女性の支援対応において今後対応すべき（実施すべき）こととして、相談機

関・相談員ともに 歳以上・ 歳未満のいずれも「事例・ノウハウの共有」「相談技術の向上」の回答

が４割を超えており、その手段となる研修のニーズが高いことが推察される。しかし、困難な問題を抱

える若年女性の支援者等に対する研修の実施状況は１割半ばとなっており、専門的な人材の育成に関し

て取り組んでいることがあるとの回答も１割半ばとなっていることから、自治体等による支援者等への

人材育成に係る取組については必ずしも十分ではない状況が把握された。

（４）コロナ禍での対応

コロナ禍での対応については、変化があったと回答した相談機関は４割となっており、電話相談に切

り替えるなどの手段の変更や、家庭訪問の延期、面接の回数を減らすなどの変化が多くなっている。

（５）若年女性支援に必要な社会資源

相談機関において、現在利用している社会資源としては、福祉事務所、警察、児童相談所が多くなっ

ている。一方、利用したいが利用できていない社会資源としては、民間支援団体、性犯罪・性暴力被害

者のためのワンストップ支援センター、外国人への支援組織が多くなっており、今後必要と考える社会

資源としては、民間支援団体、婦人相談所、婦人保護施設が多くなっている。

相談員においては、現在利用している社会資源としては、福祉事務所、警察、児童相談所が多くなっ

ている。一方、利用したいが利用できていない社会資源としては、婦人保護施設、自立援助ホーム、民

間支援団体が多くなっており、今後必要と考える社会資源としては、民間支援団体、自立援助ホーム、

婦人保護施設が多くなっている。

相談機関、相談員ともに、民間支援団体について、現在利用できておらず、今後必要と考えている状

況がうかがえる。
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Ⅳ．全国セミナーの開催

１．実施概要

（１）目的

本事業では、セミナーを全国で開催することにより、本事業の対象である困難な問題を抱える若年

女性やその支援の現状について、参加対象となる公的機関や民間支援団体の方々の認識を広め、今後

の支援やそのための連携強化につながることを目的として実施した。セミナーは全部で６回の開催と

し、全国ブロックに分けて主要都市での開催を念頭に企画したが新型コロナウイルスとしてのまん延

防止等重点措置への対応により全てをオンラインにより開催した。

＜各セミナーの構成＞

⚫ 総合セミナーと地域ブロックセミナーの２部構成とする

➢ 「総合セミナー」 ⇒ 「地域ブロックセミナー」の順で展開

・ 総合セミナー＝１回開催

・ 地域ブロックセミナー＝５回開催（全国５ヶ所）

⚫ 総合セミナーの目的（役割）：

・ 若年女性支援の現状について、広く認知して頂き、その必要性を認識して頂くこと

⚫ 地域ブロックセミナーの目的（役割）：

・ 行政担当者に若年女性支援の必要性を強く認識して頂くこと

・ 具体的な支援事例について知って頂くこと

・ 行政と民間支援団体との連携、広域での連携を念頭に、地域の関係者が繋がるきっか

けになること

（２）実施概要

① セミナーの企画・開催（全国６開催）※オンライン開催

セミナーの種類 地域 開催日

総合セミナー（１回） 全国 2022 年 2 月 4 日（金）

地域ブロックセミナー 中部・東海・北陸ブロック 2022 年 2 月 7 日（月）

近畿・中国・四国ブロック 2022 年 2 月 8 日（火）

九州・沖縄ブロック 2022 年 2 月 17 日（木）

北海道・東北ブロック 2022 年 2 月 24 日（木）

関東甲信越ブロック 2022 年 3 月 3 日（木）
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② セミナーの開催概要

（セミナーの種類）

○ セミナーは、全部で６回を開催し、初回は「総合セミナー」と位置づけ、残る５開催は、全国５大都市に

対応した「地域ブロックセミナー」を開催した。

（対象者）

○ セミナーの対象者は、地方公共団体の婦人保護事業担当職員 等（子ども家庭福祉担当職員、男女

共同参画担当職員、生活困窮者自立支援担当職員等を含む）、婦人相談員 等（関連する機関の職

員）、民間団体職員（ＮＰＯ法人、社会福祉法人 等）、小学校、中学校及び高等学校の教諭 等を対

象とした。

（実施方法）

○ 今回のセミナーは、新型コロナウイルス対策に伴い、全６開催の研修を Zoom によるオンライン会議

システムを用いて実施した。

研修主催のホストを専用会議室に設置し、リモート機能によって事例講演者ならびに研修参加者を

募って実施した。
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（専用 HP サイトでの告知）
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② プログラム

（総合セミナー）

時間 項目 内容

13:30～13:35 開会 開会挨拶、事務局説明

13:35～14:20 基調講演 「困難な問題を抱える若年女性の状況と支援の必要性」

戒能 民江氏（お茶の水女子大学 名誉教授）

14:20～14:50 事例紹介 ＜支援活動の事例紹介＞民間支援団体の支援事例から

「生きづらさ、抱える女性たち 〜 制度のはざまに埋もれた SOS」

橘 ジュン氏（NPO 法人 BOND プロジェクト 代表）

14:50～15:00 休憩

15:00～16:00 パネルディスカ

ッション
これからの「困難な問題を抱えた若年女性の支援」に向けて（仮）

＜コーディネーター＞

・ 千正 康裕氏

（株式会社 千正組 代表取締役、元厚労省、内閣府男女共同

参画局安心・安全 WG 構成員）

＜パネリスト＞ ＊本事業ワーキングメンバー（五十音順）

・ 馬場 通江氏

（札幌市子ども未来局 子ども育成部子ども企画課 企画係長）

・ 橘 ジュン氏

（NPO 法人 BOND プロジェクト 代表）

・ 戒能 民江氏

（お茶の水女子大学 名誉教授）

・ 村木 太郎氏

（一般社団法人若草プロジェクト 統括理事）

・ 横田 千代子氏

（全国婦人保護施設等連絡協議会 会長）

・ 中野 孝浩氏

（厚生労働省 子ども家庭局 家庭福祉課長）

【行政説明】「婦人保護事業の強化について」を含む

16:00～16:30 質疑応答 質疑応答＆意見交換

16:30 閉会
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（地域ブロックセミナー）

時間 項目 内容

13:00～13:05 開会 挨拶、本日の進め方説明

13:05～13:25 行政説明 「婦人保護事業の強化について」
中野 孝浩 氏

（厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課 課長）

13:25～14:25 基調講演 【行政に出来ること 札幌市の取組から】
「札幌市困難を抱える若年女性支援事業 ＬｉＮＫ」

馬場 通江 氏
（札幌市子ども未来局 子ども育成部子ども企画課 企画係長）

14:25～15:05 事例紹介１ ＜支援活動の事例紹介＞民間支援団体の支援事例
「生きづらさ、抱える女性たち 〜 制度のはざまに埋もれた SOS」
＜地域編＞

橘 ジュン 氏
（NPO 法人 BOND プロジェクト 代表）

15:05～15:15 休憩

15:15～15:45 事例紹介２ ＜支援活動の事例紹介＞

2/7（月） 中部・東海・北陸ブロック

      NPO 法人 ハッピーウーマンプロジェクト（富山県）

2/8（火） 近畿・中国・四国ブロック

NPO 法人 Sotto 京都自死・自殺相談センター（京都府）

2/17（木） 九州・沖縄ブロック

NPO 法人 そだちの樹（福岡県）

2/24（木） 北海道・東北ブロック

NPO 法人 女のスペース・おん（北海道）

3/3（木） 関東甲信越ブロック

自治体 福祉部担当者（東京都特別区）

15:45～16:15 事例紹介３ ＜支援活動の事例紹介＞

2/7（月） 中部・東海・北陸ブロック

      NPO 法人 再非行防止サポートセンター愛知（愛知県）

2/8（火） 近畿・中国・四国ブロック

NPO 法人 子どもセンターぬっく（大阪府）

2/17（木） 九州・沖縄ブロック

NPO 法人 抱樸(ほうぼく)（福岡県）

2/24（木） 北海道・東北ブロック

特定非営利活動法人 ハーティ仙台（宮城）

3/3（木） 関東甲信越ブロック

遠見 才希子氏 産婦人科医

16:45～17:00 質疑応答

（パネルディス

カッション形

式）

参加者からの質疑に対して、登壇者・有識者等による

パネルディスカッション形式により応答（45 分）

17:00 閉会
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２．実施結果

参加申込者数：907 名

参加者数：847 名（参加率 93％）

総合セミナー 地域ブロックセミナー

参加区分 申込者 参加者 参加率 申込者 参加者 参加率 申込者 参加者 参加率 申込者 参加者 参加率

婦人相談員等関連機関職員 118 106 90% 18 14 78% 30 30 100% 25 19 76%

婦人保護事業担当職員等 147 141 96% 14 9 64% 30 40 133% 22 16 73%

委託先民間団体職員 15 17 113% 6 2 33% 5 5 100% 4 2 50%

上記以外の民間団体職員 89 85 96% 10 6 60% 17 17 100% 19 17 89%

高校教諭 3 3 100% 0 0 - 0 0 - 0 0 -

中学校教諭 0 0 - 1 1 100% 1 1 100% 0 0 -

小学校教諭 2 1 50% 0 0 - 1 1 100% 0 0 -

養護教諭 10 7 70% 1 1 100% 0 0 - 5 4 80%

その他教諭 4 5 125% 0 0 - 2 2 100% 1 1 100%

その他 43 84 195% 28 28 100% 27 35 130% 19 10 53%

合計 431 449 104% 78 61 78% 113 131 116% 95 69 73%

地域ブロックセミナー

参加区分 申込者 参加者 参加率 申込者 参加者 参加率 申込者 参加者 参加率

婦人相談員等関連機関職員 20 13 65% 24 20 83% 235 202 86%

婦人保護事業担当職員等 25 18 72% 27 27 100% 265 251 95%

委託先民間団体職員 10 10 100% 2 1 50% 42 37 88%

上記以外の民間団体職員 22 14 64% 16 8 50% 173 147 85%

高校教諭 1 0 0% 1 1 100% 5 4 80%

中学校教諭 1 1 100% 1 0 0% 4 3 75%

小学校教諭 0 0 - 1 1 100% 4 3 75%

養護教諭 1 1 100% 0 0 - 17 13 76%

その他教諭 0 0 - 0 0 - 7 8 114%

その他 12 4 33% 26 18 69% 155 179 115%

合計 92 61 66% 98 76 78% 907 847 93%

2月17日（木）
九州・沖縄

ブロック

3月3日（木）
関東甲信越

ブロック
合計

2月24日（木）
北海道・東北

ブロック

2月4日（金）
2月7日（月）

中部・東海・北陸
ブロック

2月8日（火）
近畿・中国・四国

ブロック
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３．アンケート調査結果

① 総合セミナー

オンライン（Zoom）参加者に対して、アンケートを行ったところ、304 名（回答率：68%）から回答を得た。そ

の結果は以下の通りである。

各都道府県から回答が得られており、「東京都」が全体の 10.9％で最も多く、次に「埼玉県」、「兵庫

県」、「福岡県」がそれぞれ 4.6％、「宮城県」、「千葉県」がそれぞれ 4.3％である。

【都道府県】

問１（ア）．都道府県（１つ選択）［n=304］

1.0

1.0

2.0

4.6

1.0

2.0

1.6

1.6

0.3

2.0

3.3

1.6

1.0

2.0

0.7

4.6

1.6

2.3

2.3

0.7

1.3

2.0

3.0

0％ 5％ 10％ 15％

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

3.0

2.6

0.7

4.3

0.3

2.0

1.3

2.0

1.3

0.3

4.6

4.3

10.9

3.0

2.0

1.0

0.7

1.0

0.3

2.3

1.6

3.3

1.6

2.3

0％ 5％ 10％ 15％

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県
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参加区分は、「婦人相談員等、関連する機関の職員」が全体の 29.6％であり、次に「地方公共団体の

婦人保護事業担当職員等」28.9％、「「若年被害女性等支援事業」の一部実施を請け負う委託先の民

間団体の職員」4.9％、「上記以外の民間団体職員」17.8％であった。

【参加区分】

問１（イ）．参加区分（１つ選択）［n=304］

28.9

29.6

4.9

17.8

0.7

0.0

1.0

1.6

0.3

15.1

0％ 10％ 20％ 30％

地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等

婦人相談員等、

関連する機関の職員

「若年被害女性等支援事業」の

一部実施を請け負う委託先の

民間団体の職員

上記以外の民間団体職員

小学校教諭

中学校教諭

高校教諭

養護教諭

その他教諭

その他
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セミナー内容の全体の評価は、「非常に参考になった」が 69.8％であり、「参考になった」29.9％まで含

めると 99.7％が「参考になった」と評価しており、「参考にならなかった」と回答した人は 0.3％であった。

【プログラム全体評価】

問２（ア）．セミナー全体について、どのように感じましたか。（１つ選択）［n=304］

非常に参

考になっ

た

69.8%

参考に

なった

29.9%

参考にならなかった

0.3%
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個別評価でも「非常に参考になった」と「参考になった」を合わせた評価がいずれのプログラムも 96％

以上の回答者が参考になったと回答しており、特に「基調講演について」では、「非常に参考になった」

が 63.8％、「参考になった」までを合わせた評価が、100％と全ての人が参考になったと回答している。

【プログラムの個別評価】

問２．セミナーの各講演について、どのように感じましたか。（１つ選択）

非常に参

考になっ

た

65.4%

参考に

なった

32.6%

参考にならなかった

2.0%

非常に参

考になっ

た

48.4%

参考に

なった

48.4%

参考にならなかった

3.3%

非常に参

考になっ

た

63.8%

参考に

なった

36.2%

参考にならなかった

0.0%

（イ）基調講演について［n=304］ （ウ）行政説明について［n=304］

（エ）パネルディスカッションについて［n=304］
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セミナーでもっと聞きたかった内容について、自由記述で回答を求めたところ、92 名（114 件※複数回

答あり）から回答が得られた。具体的には「具体例・事例・解決策」、「参考になった、今後も開催して欲

しい」、「質疑応答の回答一覧が欲しい」などが挙げられた。

【もっと聞きたかった内容】

●具体例・事例・解決策

項目 件数 構成比

合計

具体例・事例・解決策

参考になった、今後も開催して欲しい

質疑応答の回答一覧が欲しい

公的機関と民間団体との繋がりについて

現在の問題点・課題・要望

他の自治体の取組について

人員配置・育成・研修について

運営予算について

もっと聞きたかった

困難な問題を抱える若年女性と繋がる方法

婦人相談所について

特になし

その他

具体的な意見（抜粋） 参加区分

具体的な福祉機関、医療機関、法的機関（弁護士等）との連携事案（成功例だけ

でなく失敗例も）。
その他

ＤＶや虐待があると思われる家庭に介入拒否されても、関われる方法などがあれ

ば教えていただきたいです。
その他

若年女性をシェルターに入所させ、その後は、どのように支援しておられるので

しょうか？保護者がいる場合、生活保護にもつながらない場合などもお聞かせく

ださい。

婦人相談員等、

関連する機関の職員

ブロック開催で各地域の事例などについてお聞かせいただけると思いますが、別

の地域の事例についてもお聞かせいただける機会があったらありがたいです。

婦人相談員等、

関連する機関の職員

支援者としての実践的な対応方法と対応困難な場合の具体的な対応策の知識を得

たいです。

上記以外の

民間団体職員
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●質疑応答の回答一覧が欲しい

●参考になった、今後も開催して欲しい

具体的な意見（抜粋） 参加区分

ボンドの活動内容は非常に参考になりましたし、こんな活動をしてくれているこ

とに勇気と希望をもらいました。

高校生は18歳になって行政の支援の対象から外れることが多いので、どこに繋げ

たらいいか悩むことが多かったので。

民間団体の存在は心強いですが、やはり中長期支援となると民間団体では厳しい

ところも出てくると思いますので、民間団体のバックアップを行政がする仕組み

を強化していただくことを希望します。

中高生は最初から行政支援というと嫌がることが多いですので、窓口としての民

間団体は不可欠と思います‼︎

養護教諭

今日のように民間支援者の方から、貴重な現場の状況や感じていることを聞けて

大変参考になりました。今後もこのような内容の研修がオンラインで開催される

ことを望みます。

婦人相談員等、関連

する機関の職員

刑務所や少年院に収容されている人の中には、貧困や、虐待・DVなどの被害経験

を持つ人が少なくありません。矯正分野においても参考にさせていただきたいの

で、これからもセミナー等参加させていただけるとありがたいです。

その他

具体的な意見（抜粋） 参加区分

質問がいくつか出ていましたので、それに対する回答をもう少し伺いたかったで

す。

地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等

パネルディスカッションをもっと続けて欲しかった。参考になる内容がつまって

いた。

婦人相談員等、関連

する機関の職員

大変参考になりました。ありがとうございます。

Q＆Aにあった質問（と回答）を後ほどHPなどで見ることができればうれしく思い

ます。

婦人相談員等、関連

する機関の職員
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今後の取組に参考になる点について、自由記述で回答を求めたところ、131 名（165 件※複数回答あ

り）から回答が得られた。具体的には「参考になった、今後も開催して欲しい」、「相談者との接し方につ

いて」「困難な問題を抱える若年女性と繋がる方法」などが挙げられた。

【今後の取組に参考になる点】

●参考になった、今後も開催して欲しい

項目 件数 構成比

合計

参考になった、今後も開催して欲しい

相談者との接し方について

困難な問題を抱える若年女性と繋がる方法

公的機関と民間団体の協力について

他団体の取組について

運営予算について

やるべきことが明確になった

国の方針・法整備について

インターネットやSNSで相談できるということ

若年女性の現状について

人材育成について

都市部と地方の差について

もう少し話を聞きたかった

特になし

その他

具体的な意見（抜粋） 参加区分

BONDさんの取り組みが、動画で観れるなどして、大変参考になった。
地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等

とても参考になりました。自分たちの事業にどう落とし込んでいけるかという点

については、まだ形になっていないので、今後も勉強させてもらいたいです。

地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等

当県でも取り組みの必要性があると考えさせられました。同じようにできなくて

も、現在の取組（テキスト相談）の中で、もう少し幅を広げ、深めていくことが

できるかと思われました。引き続き、相談の1つのジャンルとして、定着させ、若

い女性たちに対応できるようにしていきたいと思いました。

上記以外の

民間団体職員
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●困難な問題を抱える若年女性と繋がる方法

●相談者との接し方について

具体的な意見（抜粋） 参加区分

普段は相談者側からのアクセスがきっかけで電話・面談による対応をしている

が、潜在的な悩みを抱えている若年女性と支援者が繋がるためにはSNSが大きな

ツールになると実感しました。相談件数からも明らかな様子でした。

地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等

困難を抱える若年女性は、どこにいるのか？　また若い女性が相談しやすい人の

回答を聞いて難しいことが共通しているってわかった。安心して寄り添ってもら

えるように知識とアンテナが必要である。

地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等

子どもたちに、若い人たちに、「人権」をもっと学ぶ機会を学校で提供して、自

分の存在そのものが尊い存在であることを感じてもらいたいと思いましたし、

待ってるだけの相談窓口ではなく、動く相談室・動く保健センターになれるよう

行動したいです。

その他

今回新たなアウトリーチの方法を知ることが出来ました。今後は、我々のような

母子生活支援施設に関わりのある行政の方ともそのアウトリーチが関わりを持つ

ことで、施設にも入所しやすい環境が整えば良いと感じました。

婦人相談員等、

関連する機関の職員

具体的な意見（抜粋） 参加区分

非常に参考になりました。特に、私は婦人相談員として主に女性からの相談に対

応していますが、相談者さんが相談してくれた勇気を労い、言語化できない想い

も沢山抱えながら相談していることをいつも感じています。橘さんの「センスが

ある人」との言葉、これからもずっと心に留めておきたいと思います。有難うご

ざいました。

婦人相談員等、

関連する機関の職員

相談者の声を聴くことができる立場にいる支援者としての心構えについて、改め

て考える時間を与えていただきました。自分にできることは限られていますが、

いろいろな方と繋がり巻き込んでいくことで実現できることもあるのではないか

と希望も持てました。

上記以外の

民間団体職員

若年女性とのコミュニケーションのとり方についてすごく勉強になりました。相

手のことを探るだけではなく、自分の身分、どうしてあなたの話が聞きたいのか

きちっと伝えることは本当に大事なことだと思いました。

地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等

若年女性の支援について、所属している機関でできる範囲は限られているかもし

れませんが、相談に来られた当事者の方と対峙する際の心構え、態度は今日のセ

ミナーを参考にしたいと思います。

婦人相談員等、

関連する機関の職員
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② 地域ブロックセミナー

オンライン（Zoom）参加者に対して、アンケートを行ったところ、203 名（回答率：51%）から回答を得た。そ

の結果は以下の通りである。

地域ブロック毎でその地域の参加者が多いが、全体でみると「東京都」が全体の 9.4％で最も多く、次

に「福岡県」の 6.9％、「北海道」「千葉県」がそれぞれ 5.9％、「愛知県」5.4％となっている。

【都道府県】

問１（ア）．都道府県（１つ選択）
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0.0 

1.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

1.5 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

1.5 0.0 1.5 0.0 1.5 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

31.4 

17.1 

5.7 

8.6 

8.6 

0.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.5 0.5 0.0 0.5 

2.9 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

2.9 

1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

1.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.0 0.0 1.0 0.0 1.0 

0.0 

3.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.9 3.9 3.9 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.8 3.8 3.8 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.8 3.8 3.8 

3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 

3.8 

3.0 3.0 3.8 3.0 3.8 3.0 

5.7 

1.5 

3.8 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 3.8 2.0 3.8 

1.5 

2.2 2.2 2.0 2.2 2.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

2.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.0 2.0 2.0 

0.0 

3.8 3.8 0.5 0.5 

0.0 0.0 0.0 

0.5 0.5 

2.2 2.2 2.2 2.2 

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 3.8 

2.9 

1.0 

3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.0 1.0 1.0 

0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

5.4 5.4 5.4 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.9 

2.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

2.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

2.0 2.0 2.0 

0.0 

2.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

6.3

4.2

12.5

20.8

20.8

6.3

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

0.0

4.2

2.1

0.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

全 体（n=203）

2/7 ｜中部・東海・北

陸ブロック（n=26）

2/8 ｜近畿・中国・四

国ブロック（n=49）

2/17｜九州・沖縄ブ

ロック（n=45）

2/24｜北海道・東北

ブロック（n=35）

3/3 ｜関東甲信越ブ

ロック（n=48）

0.0 

1.5 

4.4 

4.4 

1.0 

0.5 

1.0 

1.5 

1.5 

3.9 

1.5 

0.5 

0.5 

1.0 

2.0 

6.9 

1.5 

3.9 

1.0 

0.5 

0.5 

3.9 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

4.4 4.4 3.8 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

6.1 

16.3 

16.3 

3.8 3.8 2.0 

2.0 

4.1 

4.1 

6.1 

14.3 

4.1 

2.0 

2.0 

4.1 

4.1 

0.0 0.0 

1.5 0.0 1.5 0.0 1.5 
0.0 

3.9 0.0 0.0 0.0 

1.0 0.0 1.0 0.0 1.0 
0.0 

2.0 

2.0 

3.9 0.0 0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 
0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

1.5 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

0.0 
0.0 

3.8 
0.0 

1.0 1.0 1.0 1.0 3.8 
0.0 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

1.0 0.0 1.0 0.0 1.0 1.0 

0.0 

1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 1.5 

0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

3.9 3.9 0.0 
2.2 

1.5 0.0 1.5 0.0 1.5 1.5 
4.1 4.1 4.1 2.2 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

1.0 0.0 1.0 0.0 1.0 1.0 

0.0 

2.0 0.0 0.0 2.0 

0.0 

31.1 

3.9 

6.7 

15.6 

1.0 

4.4 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

13.3 

6.7 

1.5 1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 

1.0 1.0 

3.8 3.8 3.8 

1.0 1.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 3.8 

0.0 

0.5 

3.8 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 3.8 2.0 3.8 

0.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

1.0 1.0 

0.0 0.0 0.0 

1.0 

0.0 0.0 0.0 2.0 

1.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.0 0.0 1.0 0.0 1.0 1.0 

0.0 

1.5 1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 

4.1 

1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 1.5 

0.0 

1.5 

4.1 4.1 0.0 0.0 0.0 

1.5 

4.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 0.0 1.5 0.0 1.5 

2.9 

3.9 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

3.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.9 0.0 0.0 0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 1.5 

2.2 2.2 2.2 2.2 

1.5 0.0 1.5 0.0 1.5 1.5 

0.0 

0.0 0.0 0.0 

0.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 4.1 

0.5 

2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 4.1 2.2 4.1 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

0.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 

0.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

1.0 1.0 

0.0 0.0 0.0 

1.0 

0.0 0.0 0.0 2.0 

1.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.0 0.0 1.0 0.0 1.0 1.0 

0.0 

2.0 2.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

2.0 

4.1 

2.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.5 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.9 0.0 0.0 0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.0 1.0 0.0 1.0 1.0 

2.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

0.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 

0.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.5 0.0 0.5 0.0 0.5 

0.0 

3.9 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 

3.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

5.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県
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参加区分は、「婦人相談員等、関連する機関の職員」が全体の 27.1％で最も多く、次に地方公共団

体の「婦人保護事業担当職員等」22.7％、「それ以外の民間団体職員」17.7％、若年被害女性等支援事

業の一部実施を請け負う「委託先の民間団体の職員」8.4％、であった。

地域ブロック別では「北海道・東北ブロック」で若年被害女性等支援事業の一部実施を請け負う「委

託先の民間団体の職員」が 25.7％と多く、「関東甲信越ブロック」では、「婦人相談員等、関連する機関

の職員」が 31.3％と多い。

【参加区分】

問１（イ）．参加区分（１つ選択） ※0％は表記省略

婦人保護婦人保護

事業担当事業担当事業担当

職員等

22.7 

19.2 

26.5 

20.0 

11.4 

31.3 

婦人相婦人相婦人相

談員等

27.1 

23.1 

30.6 

26.7 

22.9 

29.2 

委託先の委託先の委託先の

民間団体民間団体民間団体民間団体民間団体民間団体民間団体

の職員

8.4 

7.7 

2.0 

4.4 

25.7 

6.3 

それ以外それ以外それ以外

の民間団の民間団の民間団の民間団の民間団の民間団の民間団

体職員

17.7 

11.5 

18.4 

24.4 

25.7 

8.3 

小学校小学校小学校

教諭

0.5 

2.0 

中学校中学校中学校

教諭

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
0.5 

2.9 

高校高校高校

教諭

養護養護

教諭

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
2.0

6.7

2.9 2.9 2.9 
2.9

その他その他その他

教諭

2.02.02.02.02.0
0.5

6.76.7 2.2

その他

20.7

38.5

20.4

15.6

8.6

25.0

0% 25% 50% 75% 100%

凡例

全 体（n=203）

2/7 ｜中部・東海・北陸

ブロック（n=26）

2/8 ｜近畿・中国・四国

ブロック（n=49）

2/17｜九州・沖縄

ブロック（n=45）

2/24｜北海道・東北

ブロック（n=35）

3/3 ｜関東甲信越

ブロック（n=48）
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セミナー内容の全体の評価は、「非常に参考になった」が 67.5％であり、「参考になった」32.0％まで含

めると大半は「参考になった」と評価している。

地域ブロック別でみても「非常に参考になった」と「参考になった」と合わせた「参考になった」との評価

は高いが、特に近畿・中国・四国ブロック、九州・沖縄ブロック、北海道・東北ブロックでは、「非常に参考

になった」割合が高い。

【プログラム全体評価】

問２（ア）．セミナー全体について、どのように感じましたか。（１つ選択）

非常に参考になった 参考になった 参考にならなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全 体（n=203）

2/7 ｜中部・東海・北陸

ブロック（n=26）

2/8 ｜近畿・中国・四国

ブロック（n=49）

2/17｜九州・沖縄

ブロック（n=45）

2/24｜北海道・東北

ブロック（n=35）

3/3 ｜関東甲信越

ブロック（n=48）
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個別評価でも「非常に参考になった」と「参考になった」を合わせた評価がいずれのプログラムも 95％

以上の回答者が「参考になった」と回答しており、特に「支援事例講演 1」では、「非常に参考になった」

が 71.4％、「参考になった」までを合わせた評価が、99.5％と高評価であった。

【プログラムの個別評価】

問２．セミナーの各講演について、どのように感じましたか。（１つ選択）

（イ）行政説明について

（ウ）基調講演について

非常に参考になった 参考になった 参考にならなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全 体（n=203）

2/7 ｜中部・東海・北陸

ブロック（n=26）

2/8 ｜近畿・中国・四国

ブロック（n=49）

2/17｜九州・沖縄

ブロック（n=45）

2/24｜北海道・東北

ブロック（n=35）

3/3 ｜関東甲信越

ブロック（n=48）

非常に参考になった 参考になった 参考にならなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全 体（n=203）

2/7 ｜中部・東海・北陸

ブロック（n=26）

2/8 ｜近畿・中国・四国

ブロック（n=49）

2/17｜九州・沖縄

ブロック（n=45）

2/24｜北海道・東北

ブロック（n=35）

3/3 ｜関東甲信越

ブロック（n=48）
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（エ）支援事例講演１について

非常に参考になった 参考になった 参考にならなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全 体（n=203）

2/7 ｜中部・東海・北陸

ブロック（n=26）

2/8 ｜近畿・中国・四国

ブロック（n=49）

2/17｜九州・沖縄

ブロック（n=45）

2/24｜北海道・東北

ブロック（n=35）

3/3 ｜関東甲信越

ブロック（n=48）
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非常に参

考になっ

た

75.0%

参考に

なった

25.0%

参考にならなかった

0.0%

非常に参

考になっ

た

80.0%

参考に

なった

20.0%

参考にならなかった

0.0%

非常に参

考になっ

た

73.4%

参考に

なった

22.2%

参考にならなかった

4.4%

非常に参

考になっ

た

75.5%

参考に

なった

24.5%

参考にならなかった

0.0%

非常に参

考になっ

た

57.7%

参考に

なった

42.3%

参考にならなかった

0.0%

（オ）支援事例講演２について

2/7 ｜中部・東海・北陸ブロック[n=26] 2/8 ｜近畿・中国・四国ブロック[n=49]

2/24｜北海道・東北ブロック[n=35]2/17｜九州・沖縄ブロック[n=45]

3/3 ｜関東甲信越ブロック[n=48]

2/7｜中部・東海・北陸ブロック

NPO 法人 ハッピーウーマンプロジェクト

2/8｜近畿・中国・四国ブロック

NPO 法人 Sotto 京都自死・自殺相談センター

2/17｜九州・沖縄ブロック

NPO 法人 そだちの樹

2/24｜北海道・東北ブロック

NPO 法人 女のスペース・おん

3/3｜ 関東甲信越ブロック

自治体 福祉部担当者
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非常に参

考になっ

た

58.3%

参考に

なった

37.5%

参考にならなかった

4.2%

非常に参

考になっ

た

74.3%

参考に

なった

25.7%

参考にならなかった

0.0%

非常に参

考になっ

た

71.2%

参考に

なった

24.4%

参考にならなかった

4.4%

非常に参

考になっ

た

75.5%

参考に

なった

24.5%

参考にならなかった

0.0%

非常に参

考になっ

た

57.7%

参考に

なった

38.5%

参考にならなかった

3.8%

（カ）支援事例講演３について

2/7 ｜中部・東海・北陸ブロック[n=26] 2/8 ｜近畿・中国・四国ブロック[n=49]

2/24｜北海道・東北ブロック[n=35]2/17｜九州・沖縄ブロック[n=45]

3/3 ｜関東甲信越ブロック[n=48]

2/7｜中部・東海・北陸ブロック

NPO 法人 再非行防止サポートセンター愛知

2/8｜近畿・中国・四国ブロック

NPO 法人 子どもセンターぬっく

2/17｜九州・沖縄ブロック

NPO 法人 抱樸(ほうぼく) 

2/24｜北海道・東北ブロック

特定非営利活動法人 ハーティ仙台

3/3｜関東甲信越ブロック

遠見 才希子氏 産婦人科医
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（キ）質疑応答（パネルディスカッション型）について

非常に参考になった 参考になった 参考にならなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全 体（n=203）

2/7 ｜中部・東海・北陸

ブロック（n=26）

2/8 ｜近畿・中国・四国

ブロック（n=49）

2/17｜九州・沖縄ブロッ

ク（n=45）

2/24｜北海道・東北ブ

ロック（n=35）

3/3 ｜関東甲信越ブ

ロック（n=48）
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セミナーでもっと聞きたかった内容について、自由記述で回答を求めたところ、50 名（55 件※複数回

答あり）から回答が得られた。具体的には「公的機関と民間団体との繋がりについて」、「具体例・事例・

解決策」などが挙げられた。

【もっと聞きたかった内容】

項目 件数 構成比

合計

公的機関と民間団体との繋がりについて

具体例・事例・解決策

現在の問題点・課題・要望

運営予算について

参考になった、今後も開催して欲しい

他の自治体の取組について

人員配置・育成・研修について

困難な問題を抱える若年女性と繋がる方法

当事者の声

もっと聞きたかった

婦人相談所について

特になし

その他



112

●具体例・事例・解決策

●公的機関と民間団体との繋がりについて

具体的な意見（抜粋） 参加区分

ハイリスク出産が虐待につながりやすいと聞きます。その現状と対処を機会があ

れば聞きたい。

親から子へと繰り返す負の連鎖もあると言いますが、今回のような支援の手が必

要になった保護者へのアプローチはどのようにされるのか事例があれば、聞いて

みたい。

その他

行政機関、支援施設、支援団体等の関係、役割分担について、具体的な考え方を

お聞きしたかった。

上記以外の

民間団体職員

現場の意見が聞けると非常に心強いが、成功例だけではなく上手くいかなかった

事例も聞いてみたい。

婦人相談員等、関連

する機関の職員

具体的な意見（抜粋） 参加区分

婦人相談に関するところで、来年度より婦人相談員の役割が大きく変化すること

が理解できました。民間団体との連携が実際どのような形で強化され支援に期待

をしました。そして、民間団体が婦人保護施設、婦人相談員等に対してどのよう

な要望などがあるのかを知れるとよいと思いました。

婦人相談員等、関連

する機関の職員

このような支援を実現させるために国が地方自治体に向けてアプローチしている

ことなどお聞きしたいです。国が示していても努力義務だと関心持たない自治体

は動かず支援が届きません。全国どこに住んでいても支援が届くように頑張って

いる現場、実務者の声をきいて研究、調査された内容のものが聞けると嬉しいで

す。

婦人相談員等、関連

する機関の職員

民間活動の状況はよくわかったが、行政（警察）との連携方法がわからない。そ

こが聞きたかった。民間での活動には限界があると思う。結局、行政の介入が必

要になるのではないか。

地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等
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今後の取組に参考になる点について、自由記述で回答を求めたところ、96 名（121 件※複数回答あ

り）から回答が得られた。具体的には「参考になった、今後も開催して欲しい」、「公的機関と民間団体の

協力について」、「他団体の取組について」などが挙げられた。

【今後の取組に参考になる点】

項目 件数 構成比

合計

参考になった、今後も開催して欲しい

公的機関と民間団体の協力について

他団体の取組について

相談者との接し方について

困難な問題を抱える若年女性と繋がる方法

やるべきことが明確になった

若年妊娠・出産・性教育について

若年女性の現状について

運営予算について

国の方針・法整備について

インターネットやSNSで相談できるということ

人材育成について

都市部と地方の差について

もう少し話を聞きたかった

特になし

その他

●参考になった、今後も開催して欲しい

具体的な意見（抜粋） 参加区分

周知の方法、どのような方法が利用しやすいのかなど参考になりました。

「若年被害女性等支

援事業」の一部実施

を請け負う委託先の

民間団体の職員

「困った子供は困っている子供」「困った保護者は困っている保護者」としての

知見を広められました。ありがとうございます。
中学校教諭

先人の活動についてよく知ることができました。若い力が必要な事業と感じまし

た。

婦人相談員等、

関連する機関の職員



114

具体的な意見（抜粋） 参加区分

私は地元で顔の見える支援、また社会的養護の子ども達の直接支援ですが、18歳

以上の若年女性の支援が途切れたあとのケアを担ってくださっている団体の皆様

とのつながりを持ちたいと思いました。行政の制度についてももっと活用できる

よう、市と連携したいと思いました。

その他

全てのお話が非常に参考になりました。充実した支援には、官民を超えた地域の

ネットワーク、またそれぞれの機能の強みを活かした連携が力になることがよく

わかりました。また、高坂さんの「正しいことではなく信頼できる人を」という

お話は相談スタンスの核心をつくもので、本日ご紹介のあったどの取組にも通じ

ていたと思います。相談事業に関する研修企画の際には必ず踏まえたいポイント

だと思いました。ありがとうございました。

その他

どの場面をとっても参考になることばかりで、時間があっという間に過ぎてしま

いました。

当自治体では、民間の活動はあるのですが、行政の問題意識とのギャップがある

ように感じられます。もっと行政職員に本腰を入れていただいて、民間活動の後

押し、そして公的支援につなげるためのコーディネート役を担ってもらいたいと

感じました。その点、札幌市の取り組みは非常に参考になりました。行政がこれ

だけ実地で声を聴き検証していく力があると心強いです。

その他

義務教育が終わる中学校では、卒業後にどのような支援が受けられるのかきちん

と把握し、伝えておくことも大切だと思う。話のなかでもあったが、自分が支援

を受ける必要があると認識していない子どもやＳＯＳの出し方が分からない子ど

ももいるので、学校だけではなく多くの団体（公的にも民営でも）が手を携えて

連携していく必要性を感じた。

養護教諭

●他団体の取組について

●公的機関と民間団体の協力について

具体的な意見（抜粋） 参加区分

地域の民間団体の活動について、活動内容や苦労している点が分かり、大変勉強

になりました。子どもシェルターなど早速調べてみましたが、定員など見てみる

とまだまだ足りていないんだろうなと思いました。若年者の心理を把握すること

も大事ですが、成人年齢変更などの社会の動きにも敏感にならなければと思いま

した。

上記以外の

民間団体職員

札幌市のお取組みから、やはり調査研究に基づいて施策を立案することの意義を

感じました。参考にさせていただきます。

地方公共団体の婦人

保護事業担当職員等

全国各地にさまざまな支援団体があることを知り、視野を広げることができまし

た。今後の業務につなげていきたいと思います。
小学校教諭

札幌市の取り組み、大変参考になりました。またその心意気を実践に移すきめ細

やかさに感銘を受けました。中絶や緊急避妊薬の引換券配布という発想にも感激

しました。これが先進的取り組みになることを祈りながら、自分の近くでも話題

にしていきたいと考えました。遠見先生のお話も刺激的で、今後もっとよく学ん

で身に着け、相談にも活かしたいと思いました。

婦人相談員等、

関連する機関の職員
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Ⅴ．支援マニュアルの作成

困難な問題を抱える若年女性が必要としている支援を適切に実施するため、連携・協働すべき民間団

体、関係機関、自治体の職員や相談員の参考となることを目的として、若年女性支援の流れ及び支援の

際のポイント等について、アンケート調査結果やセミナーでの講演内容等を踏まえながら、ワーキング

チームにおいて協議し、支援マニュアル（別冊）として作成した。
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参考資料

１．相談機関調査票
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２．相談員調査票
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３．セミナー資料

目次

《総合セミナー》

行政説明

婦人保護事業の強化について
中野 孝浩 氏（厚生労働省子ども

家庭局家庭福祉課 課長）

困難な問題を抱える若年女性の状況と支援

の必要性

戒能 民江氏（お茶の水女子大学

名誉教授）

支援事例講演

生きづらさ、抱える女性たち －制度の

はざまに埋もれた SOS－

橘 ジュン 氏（NPO 法人 BOND

プロジェクト 代表）

《地域ブロックセミナー》

行政説明

婦人保護事業の強化について 中野 孝浩 氏（厚生労働省子ども

家庭局家庭福祉課 課長）
共通資料

基調講演

行政にできること ～札幌市の取組から～ 馬場 通江 氏（札幌市子ども未来

局子ども育成部子ども企画課）
共通資料

支援事例講演

生きづらさ、抱える女性たち －制度の

はざまに埋もれた SOS－

橘 ジュン 氏（NPO 法人

BOND プロジェクト 代表）

共通資料

活動の中から見えてきた若年女性の実

態

川田 由記子 氏（NPO 法人ハッ

ピーウーマンプロジェクト 事務

局長）

月７日

若年女性への再非行防止 高坂 朝人 氏（NPO 法人再非行

防止サポートセンター愛知 理事

長）

2 月７日

自死念慮を含む相談対応 中川 結幾 氏（認定 NPO 法人京

都自死・自殺相談センター 発信

委員長）

2 月８日
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ぬっくの活動概要とぬっくで出会う子

どもたちの実状と支援について

森本 志磨子 氏（NPO 法人子ど

もセンターぬっく・弁護士）
2 月８日

そだちの樹 吉岡 みのり 氏（特定非営利活

動法人そだちの樹 相談員）
2 月 17 日

ＮＰＯ法人抱樸の実施する子どもや若

年女性への支援活動について」

山田 耕司 氏（NPO 法人抱樸

常務）
2 月 17 日

ＤＶ・性暴力被害女性の貧困～浮き彫

りになった若年女性の脆弱性～

山崎 菊乃 氏（NPO 法人女のス

ペース・おん）
2 月 24 日

困難な問題を抱える若年女性を支援し

て

やはた えつこ 氏（NPO 法人ハ

ーティ仙台 代表理事）
2 月 24 日

「中高生向け性教育活動を通して感じ

る若年女性支援の課題」

遠見 才希子 氏（産婦人科医）
3 月 3 日

「誰かに寄り添いたい… ～ずーっ

と、心にあること～」

藤掛 博行 氏（新宿区福祉部生

活福祉課長）
3 月 3 日
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/
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,
-
,
.
/
0

!

自
己
紹
介
：
遠
見
才
希
子
（
え
ん
み
ち
ゃ
ん
）

大
学
生
の
頃
よ
り
、
全
国
1
0
0
0
ヶ
所
以
上
の
中
学
校
や
高
校

な
ど
で
性
教
育
講
演
を
行
う
産
婦
人
科
医

2
歳
、
4
歳
の
子
育
て
中

筑
波
大
学
大
学
院
社
会
精
神
保
健
学
分
野
博
士
課
程

緊
急
避
妊
薬
を
薬
局
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
代
表

セ
ー
フ
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表

!
"
!
#
$
%

!

＜
中
学
校
＞

受
精
・
妊
娠
を
取
り
扱
う
も
の

と
し
、
妊
娠
の
経
過
は

取
り
扱
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

学
習
指
導
要
領
い
わ
ゆ
る
“歯
止
め
規
定
”

セ
ッ
ク
ス
は
教
え
な
い
と
解
釈
す
る
？
！

小
中
学
校
の
教
科
書
に
は
、
性
交
・
避
妊
の
記
載
な
し

コ
ン
ド
ー
ム
は
あ
く
ま
で
性
感
染
症
予
防
と
し
て

中
学
校
の
教
科
書
に
登
場
す
る

「
性
感
染
症
の
予
防
は
、
性
的
接
触
を
避
け
る
こ
と
、

ま
た
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
」

!

＜
小
学
校
＞

人
の
受
精
に
至
る
過
程

は
取
り
扱
わ
な
い

も
の
と
す
る
。

【
出
典
】
文
部
科
学
省
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
保
健
体
育
編

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
ex
t.
g
o
.j
p
/c
o
m
p
o
n
en
t/
a_
m
en
u
/e
d
u
ca
ti
o
n
/m
ic
ro
_d
et
ai
l/
__
ic
sF
ile
s/
af
ie
ld
fi
le
/2
0
1
9
/0
3
/1
8
/1
3
8
7
0
1
8
_0
0
8

日
本
の
性
教
育
の
現
状

!
"
!
#
$
%

包
括
的
性
教
育
に
関
す
る
国
際
的
指
針

国
際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
科
学
的
に
正
確
な
情
報
に
基
づ
く

・
主
体
的
に
考
え
る

・
多
様
な
考
え
方
に
ふ
れ
る

・
5
歳
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
学
習
目
標

・
他
者
を
尊
重
し
な
が
ら
、

自
分
で
選
択
す
る
力
・

性
的
自
己
決
定
力
を
育
む

・
健
康
と
幸
せ
の
実
現
に
つ
な
げ
る

U
N
E
S
C
O
サ
イ
ト
上

で
日
本
語
訳
公
開

【
出
典
】
ユ
ネ
ス
コ
「
な
ぜ
包
括
的
性
教
育
が
重
要
な
の
か
」

h
tt
p
s:
//
e
n
.u
n
e
sc
o
.o
rg
/n
e
w
s/
w
h
y-
co
m
p
re
h
e
n
si
ve
-s
e
xu
a
lit
y-
e
d
u
ca
ti
o
n
-i
m
p
o
rt
a
n
t

!
"
!
#
$
%
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・
思
い
が
け
な
い
妊
娠
や
性
感
染
症

な
ど
の
リ
ス
ク
が
減
少
す
る
。

・
若
者
は
、
性
行
動
に
慎
重
に
な
り
、

初
交
年
齢
が
上
が
る
。

包
括
的
性
教
育
に
よ
っ
て
・
・
・

!
"
!
#
$
%

!

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利

S
e
xu
a
l 
R
e
p
ro
d
u
ct
iv
e
 H
e
a
lt
h
 &
 R
ig
h
ts
 ：
S
R
H
R

性
や
子
ど
も
を
産
む
こ
と
に
関
わ
る
全
て
に
お
い
て

身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
な
状
態
で

自
分
の
意
思
が
尊
重
さ
れ

自
分
の
体
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
こ
と

1
9
9
4
年
国
際
人
口
開
発
会
議

・
安
全
で
満
ち
足
り
た
性
生
活
を
営
む
こ
と

・
子
ど
も
を
産
む
か
産
ま
な
い
か
、
い
つ
何
人
産
む
か

を
決
め
る
こ
と

・
適
切
な
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

な
ど

公
益
財
団
法
人
JO
IC
F
P
 「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
と
は
」
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.j
o
ic
fp
.o
r.
jp
/j
p
n
/k
n
o
w
/a
d
vo
c
a
c
y/
rh
/

!
"
!
#
$
%

!

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利

（
S
R
H
R
）
を
尊
重
す
る
た
め
に
は
？

上
か
ら
目
線

価
値
観
の
押
し
付
け

パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
タ
ル

同
じ
目
線

一
緒
に
考
え
る

ノ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
タ
ル

説
教
・
指
導

脅
し

適
切
な

情
報
提
供

性
教
育
の
推
進
と
同
時
に

利
用
し
や
す
い
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
多
様
な
避
妊
法
・
緊
急
避
妊
薬
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
）

!
"
!
#
$
%

!

国
際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス

同
意
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
か
ら
だ
の
保
全

学
習
目
標
（
5
～
8
歳
）

!
誰
も
が
，
自
ら
の
か
ら
だ
に
誰
が
，
ど
こ

に
，
ど
の
よ
う
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
決
め
る
権
利
を
も
っ
て
い
る

!
誰
も
が
「
か
ら
だ
の
権
利
」
を
も
つ
こ
と

を
認
識
す
る

!
!
"
!
#
$
%
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性
的
同
意
(S
e
xu
a
l
c
o
n
s
e
n
t)

キ
ス
や
セ
ッ
ク
ス
を
す
る
と
き
は
、

お
互
い
が
同
意
し
て
い
る
こ
と
が
大
切

「
キ
ス
し
て
い
い
？
」

「
う
ん
、
い
い
よ
」

「
・
・
・
・
」

「
い
や
、
い
ま
は
し
た
く
な
い
」

・
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
う
る
か
を
知
る
。

・
す
る
選
択
肢
、
し
な
い
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

・
し
た
い
気
持
ち
、
し
た
く
な
い
気
持
ち
、
両
方
を
尊
重
す
る
。

・
自
分
の
気
持
ち
は
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
と
相
手
が
対
等
な
関
係
性
で
な
け
れ
ば
同
意
は
成
立
し
な
い

？？？？？？
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

!
!
"
!
#
$
%

私
た
ち
大
人
の
役
割
は
・
・
？

子
ど
も
が
安
心
し
て
話
せ
る
関
係
性
で
い
る
こ
と

何
か
あ
っ
て
も
、
「
親
に
言
え
な
か
っ
た
」

「
親
に
迷
惑
か
け
た
く
な
か
っ
た
」
と
い
う
子
は
多
い
…

「
お
か
え
り
今
日
は
ど
ん
な
一
日
だ
っ
た
？
」

日
頃
か
ら
オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
し
打
ち
明
け
ら
れ
た
ら
？

・
話
を
聴
く

・
頭
ご
な
し
に
否
定
し
な
い

・
二
次
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

・
情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
お
く

・
相
談
・
支
援
先
を
知
っ
て
お
く

な
ど

!
"
!
#
$
%

!
"

性
暴
力
の
二
次
被
害
に
な
り
う
る
言
葉

な
ん
で
、
逃
げ
な
か
っ
た
の
？

な
ん
で
、
抵
抗
し
な
か
っ
た
の
？

な
ん
で
、
相
談
し
な
か
っ
た
の
？

死
な
な
い
で
済
ん
で
よ
か
っ
た
ね

早
く
忘
れ
た
方
が
い
い

こ
ん
な
ひ
ど
い
被
害
に
あ
っ
た
人
も
い
る

な
ど

当
事
者
を
責
め
た
り
、
ス
テ
ィ
グ
マ
（
恥
や
負
の
レ
ッ
テ
ル
）

を
与
え
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
な
い
か
？

!
"
!
#
$
%

!
!

緊
急
避
妊
薬
（
通
称
：
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
）

コ
ン
ド
ー
ム
が
破
れ
た
、
性
暴
力
に
あ
っ
た
、
避
妊
で
き
な

か
っ
た
セ
ッ
ク
ス
を
し
た
と
き
の
重
要
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

産
婦
人
科
な
ど
を
受
診
し
て
処
方

セ
ッ
ク
ス
後
、
7
2
時
間
以
内
に
な
る
べ
く
早
く
飲
ん
で

妊
娠
を
避
け
る
（
妊
娠
阻
止
率
は
約
8
5
%
）

性
暴
力
被
害
の
場
合
は
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
#
8
8
9
1
や
警
察
#
8
1
0
3
 に

連
絡
や
届
出
を
す
る
と
、
緊
急
避
妊
な
ど
の
費
用
が
無
料
に
な
っ
た
り
、

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
選
択
肢
が
あ
る
。

安
全
性
が
高
く

重
大
な
副
作
用
な
し

約
6
0
0
0
円
～
2
万
円

!
"
!
#
$
%

!
"
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①
思
春
期
を
含
む
全
て
の
女
性
に
安
全
に
使
用
で
き
る

②
重
い
副
作
用
や
長
く
続
く
副
作
用
は
な
い

③
子
宮
外
妊
娠
の
リ
ス
ク
を
高
め
な
い

④
将
来
の
妊
娠
し
や
す
さ
に
影
響
し
な
い

⑤
胎
児
に
害
を
与
え
な
い

⑥
流
産
（
中
絶
）
さ
せ
る
薬
で
は
な
い

⑦
市
販
化
さ
れ
た
場
合
、
女
性
は
正
し
く
使
用
で
き
る

医
学
的
管
理
下
に
お
く
必
要
は
な
い

⑧
入
手
し
や
す
く
て
も
無
防
備
な
性
交
は
増
え
な
い

避
妊
し
な
い
性
交
や
性
感
染
症
リ
ス
ク
は
増
え
な
い

!
"

必
要
と
す
る
す
べ
て
の
女
性
・
女
の
子
が
健
康
を
守
る
た
め
に

世
界
標
準
の
方
法
と
価
格
で
緊
急
避
妊
薬
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
て

自
分
の
体
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
こ
と

医
療
者
・
支
援
者
の
役
割
は
、
ジ
ャ
ッ
ジ
で
は
な
く
、

適
切
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

医
療
者
に
‘ジ
ャ
ッ
ジ
’す
る
役
割
は
あ
る
の
か
？

表
面
的
な
理
由
や
態
度
で
人
を
ジ
ャ
ッ
ジ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

レ
イ
プ
さ
れ
て

緊
急
避
妊
す
る
人

緊
急
避
妊
を

繰
り
返
す
人

安
易
？
！

!
"
!
#
$
%

!
"

中
絶
は
、
女
性
お
よ
び
医
療
従
事
者
を

ス
テ
ィ
グ
マ
お
よ
び
差
別
か
ら
保
護
す
る
た
め
に

公
共
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
公
的
資
金
を
受
け
た

非
営
利
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム

に
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

W
H
O
の
提
言

!
"

W
H
O
「
S
a
fe
 A
b
o
rt
io
n
」

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.w
h
o
.in
t/
re
p
ro
d
u
c
ti
v
e
h
e
a
lt
h
/p
u
b
lic
a
ti
o
n
s/
u
n
sa
fe
_a
b
o
rt
io
n
/9
7
8
9
2
4
1
5
4
8
4
3
4
/e
n
/

!
"
!
#
$
%

今
後
の
課
題

!
包
括
的
性
教
育
の
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ

!
緊
急
避
妊
薬
の
市
販
化

!
避
妊
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
承
認
・
ア
ク
セ
ス

改
善

!
安
全
な
経
口
中
絶
薬
の
承
認
・
ア
ク
セ
ス
改
善

!
避
妊
法
な
ど
の
若
年
女
性
に
対
す
る
無
料
化

!
ス
テ
ィ
グ
マ
を
与
え
な
い
支
援
・
教
育
・
医
療

!
"
!
#
$
%

!
"
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厚生労働省 委託事業

困難な問題を抱える若年女性の包括的な支援に関する調査研究

報告書

令和４年３月

「困難な問題を抱える若年女性の包括的な支援に関する調査研究」

ワーキングチーム
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